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今週のキーワード

宇宙AI・再利用
中国の台頭と月探査の現実化

24
件

記事数

5
カ国

対象国

92
回

中国打上(25)

10-15
%

宇宙AI市場

今週の全24記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
中国GalaxySpace、タ
イへCubeSat輸出

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

中国GalaxySpaceがタイへCubeSatを輸出、東南アジ
ア商業宇宙市場へターンキー参入し、技術移転含む総
合ソリューション提供を開始。

#02
SpaceX、スターシッ
プ機体回収成功

技術進展
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

SpaceXがスターシップ機体をインド洋から無傷で回
収成功。再利用性実現に向けた重要なマイルストーン
で、月・火星ミッション開発を加速。

#03
NASA、アルテミスIII
エンジン搭載開始

プロジェ
クト進捗

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

NASAがアルテミスIIIミッション向けSLSロケットの
RS-25エンジン搭載を開始。クルー訓練も進行し、20
27年の月有人ミッションに向け着実に準備。

#04
アルテミスIIクルー、
勲章受章帰還

ミッショ
ン報告

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

アルテミスIIクルーが月周回飛行を成功させ帰還。議
会宇宙栄誉勲章を受章し、月面着陸に向けた重要な事
前検証を完了。

#05
NASA、オリオンにSta
rlinkレーザー通信

技術提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

NASAがアルテミスIIIのオリオン宇宙船にSpaceX St
arlinkのレーザー通信を採用。深宇宙での高精細画像
リアルタイム伝送を実現し、通信能力を大幅向上。

#06
NASA、ローマン宇宙
望遠鏡を打ち上げ

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

NASAが広視野・高解像度を誇るナンシー・グレース
・ローマン宇宙望遠鏡を打ち上げ。暗黒エネルギー、
暗黒物質、系外惑星探査で宇宙論に新知見。

#07
トルコ、アルテミス協
定に署名

政策動向
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

トルコがアルテミス協定に署名し、平和的月・深宇宙
探査の国際協力に参画。宇宙活動の国際規範と共通原
則の普及を促進。

#08
NASA、アルテミスIII
計画変更

プロジェ
クト進捗

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

NASAがアルテミスIIIの月面着陸を延期し、2027年
に地球低軌道でのリハーサルへ計画変更。HLS開発遅
延が原因で、リスク軽減を優先。

#09
BCG、宇宙データセン
ターの可能性提示

市場予測
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

BCGが宇宙ベースデータセンターの技術的実現可能性
を提示。2040年までにAI市場の10-15%を獲得し、
主権AIや宇宙データ処理で独自の利点。

#10
SpaceX、軌道上AIデ
ータセンター申請

企業戦略
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●

SpaceXが軌道上AIデータセンター向けに最大100万
基の衛星配備を申請。太陽エネルギーとレーザーリン
クでAI・機械学習に莫大な計算能力提供を目指す。

#11
米宇宙軍、次世代訓練
技術に大型契約

企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

米宇宙軍が次世代訓練技術開発のため15社と最大9.8
1億ドルの契約を締結。シミュレートされた宇宙脅威
に対する高度な試験・訓練施設を開発。

#12
SpaceX、Starship回
収で再利用性向上

技術進展
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

SpaceXがStarship機体をインド洋から回収成功。1時
間の宇宙飛行に耐え、再利用性向上に貢献する貴重な
データをNASAとSpaceXに提供。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
SpaceX、Starshipブ
ースター燃焼試験

技術進展
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

SpaceXがStarship Flight 14に向け、スーパーヘビー
ブースターの33エンジン静的燃焼試験を完了。9月中
旬の軌道投入試験飛行に向け準備加速。

#14
EPC Space、耐放射線
eGaN FET発表

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

EPC Spaceが次世代宇宙コンピューティング向けに超
低オン抵抗・耐放射線eGaN FETを発表。小型軽量化
と電力効率向上で軌道上AIを加速。

#15
Varda Space、微小重
力医薬品製造加速

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

Varda Spaceが1.87億ドル調達し、微小重力下での医
薬品製造を加速。5年以内の人体適用を目指し、高品
質な薬剤結晶生産で製薬業界に革新。

#16
SpaceMD、微小重力
薬剤結晶化ミニラボ

技術提携
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

SpaceMDがSpaceX StarfallカプセルでPIL-BOXミニ
ラボを飛行させる契約を締結。微小重力下での薬剤結
晶化実験を継続し、迅速な試料回収で医薬品開発加速
。

#17
City Labs、月面核デモ
ンストレーション

技術進展
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

City Labsが月面極夜向け持続的電力供給のため、2回
目の軌道上核デモンストレーションを準備。ベータボ
ルタイック電池とRHUで月面長期滞在を可能に。

#18
中国、宇宙打ち上げ数
急増で大国化

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

中国の宇宙打ち上げ数が2025年に92回に急増、うち5
0回が商業ミッション。国家戦略と民間連携でグロー
バルな宇宙大国化を加速。

#19
Galactic Energy、PAL
LAS-1初飛行成功

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

中国Galactic Energyが中型液体燃料ロケットPALLAS
-1の初飛行に成功。LEOペイロード5〜7トン、25回
以上の再利用を目指し、中国の商業宇宙輸送能力を強
化。

#20
中国初の商業宇宙打ち
上げサイト運用

インフラ
整備

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

中国初の商業宇宙打ち上げサイト「海南商業宇宙打ち
上げサイト」が運用準備完了。民間宇宙部門の発展を
加速し、打ち上げ能力を大幅強化。

#21
Infineon、耐放射線パ
ワー半導体搭載

技術提携
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

InfineonとNASAがナンシー・グレース・ローマン宇
宙望遠鏡にコンポーネントレベルで耐放射線性を実現
するパワー半導体を搭載。運用寿命と信頼性を向上。

#22
Spirit Electronics、宇
宙部品オンライン販売

市場動向
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Spirit ElectronicsがTIとMicrochipの宇宙グレード部
品をオンライン販売開始。耐放射線電子機器の需要増
に対応し、サプライチェーン効率化へ。

#23
Microchip、耐放射線
チップスケール原子時
計

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Microchipが低消費電力・高精度の耐放射線チップス
ケール原子時計「Space CSAC-SA65」を発表。衛星
システム設計を簡素化しコスト削減に貢献。

#24
Hical、インド初の国産
BLDCモーター

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Hical Technologiesがインド初の国産宇宙向けコアレ
スBLDCモーターを商業発売。衛星姿勢制御システム
に採用され、インドの宇宙技術自給自足に貢献。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 宇宙AIデータセンターの台頭は、あなたの会社のビジネスモデルをどう変えるか？
SpaceXが100万基規模の軌道上AIデータセンター構想を申請し、BCGは2040年までにAI市場の10-15%を宇宙が占める
と予測。地上インフラの限界を超える計算能力が宇宙で実現すれば、データ処理のあり方、セキュリティ、そして新たな
サービス創出の機会が生まれます。自社のAI戦略やデータセンター投資計画に宇宙の視点は含まれていますか？

❷ 微小重力下での医薬品製造は、製薬業界の競争地図を塗り替えるか？
Varda Spaceが約1.9億ドルを調達し、5年以内の宇宙製造医薬品の人体適用を目指しています。微小重力環境での結晶成
長は、地上では困難な高品質な薬剤生産を可能にし、新薬開発のブレークスルーとなる可能性を秘めています。日本の製
薬企業は、この新たなフロンティアへの投資や連携を検討すべき時期に来ています。

❸ 中国の商業宇宙産業の猛追に対し、日本はどのように競争優位を保つべきか？
中国は2025年に年間92回の打ち上げを達成し、その過半数が商業ミッションでした。Galactic Energyの再利用ロケット
PALLAS-1の成功や、商業打ち上げサイトの運用開始など、技術とインフラの両面で急速に力をつけています。日本の宇
宙産業は、この競争環境下で、独自の強みをどう活かし、国際市場での存在感を維持・拡大していくべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

宇宙AIDC宇宙製薬

Starship

中国宇宙

GaN宇宙

月探査遅延

宇宙通信
月面電源

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 宇宙AIDC 注意 新規市場創出、AI加速 競争激化、データ主権

● 宇宙製薬 注意 新薬開発、製造革新 参入障壁、技術格差

● Starship 機会大 輸送コスト減、月探査 —

● 中国宇宙 脅威大 — 競争激化、市場浸食

● GaN宇宙 機会大 高効率部品、新市場 —

● 月探査遅延 脅威大 — 計画遅延、投資見直し

● 宇宙通信 機会大 高速通信、データ活用 —
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● 月面電源 機会大 月面活動、技術開発 —
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深掘り ① ― SpaceXの軌道上AIデータセンター構想
#10 | 2026/08/31 | Facebook (SpaceXの要請を報道) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●●

SpaceXは、最大100万基の衛星を軌道上のAIデータセンターとして機能させるための申請を提出しました。これらの
衛星は高度500～2000kmで運用され、太陽エネルギーとレーザーリンクを駆使し、AI、機械学習、グローバルデータ
処理に莫大な計算能力を提供することを目指します。地上インフラの限界を超える需要に対応し、宇宙を新たなコンピ
ューティングフロンティアとして確立するものです。

この野心的な計画は、地球観測データのリアルタイム分析、気候モデリング、防衛目的のインテリジェンス処理、およ
び将来のグローバルなエッジAIコンピューティングニーズなど、多岐にわたる高負荷なAIアプリケーションをサポート
すると期待されています。主権データ、低遅延処理、地理的制約からの解放といった利点は、各国政府や大企業にとっ
て非常に魅力的です。

▶ 技術者の視点

SpaceXのこの構想は、AIと宇宙産業の融合における究極の形と言えます。100万基という規模は途方も
ない数字ですが、Starlinkで数万基の衛星を運用する実績を考えると、技術的な実現可能性はゼロでは
ありません。しかし、電力供給、冷却、宇宙ごみ問題、サイバーセキュリティ、そして国際的な規制枠
組みの整備など、未解決課題は山積しています。特に、軌道上でのメンテナンスやアップグレードの実
現性が鍵となるでしょう。 【機会】日本の半導体メーカーやAI関連企業にとっては、新たな高性能・耐
放射線性チップや冷却技術、軌道上データ処理アルゴリズムの開発機会が生まれます。また、宇宙生成
データの活用や、新たな宇宙サービス創出の可能性も広がります。 【脅威】一方で、この巨大なインフ
ラが実現すれば、世界のデータ処理の主導権が一部の企業や国家に集中する可能性があります。日本の
AI・データセンター産業は、地上インフラの優位性だけでは競争力を維持できなくなる恐れがあります
。この動きを注視し、自社のAI戦略に宇宙の視点を組み込むことが急務です。

深掘り ② ― 微小重力下での医薬品製造が加速
#15 | 2026/09/02 | CNN Business / The Pharmaceutical Journal | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

Varda Space Industriesが1億8,700万ドルの資金を調達し、BioOrbitなどと共に微小重力下での医薬品製造の商業化
を加速しています。Vardaは5年以内に宇宙で製造した医薬品を人体に適用することを目指しており、英国のBioOrbitも
980万ポンドを調達して地上では製造困難な抗がん抗体を含む薬剤結晶を宇宙で製造する工場を建設中です。

微小重力環境では、重力の影響がないため、地上では困難なより大きく、より純粋で、より均一な薬剤結晶を形成しや
すい特性があります。これにより、医薬品の溶解度、安定性、効能が向上する可能性があります。特に、タンパク質ベ
ースの薬剤や抗がん抗体などの複雑な分子は、高品質な結晶を生成することで、より効果的な治療薬の開発につながる
と期待されています。
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▶ 技術者の視点

微小重力下での医薬品製造は、長年の基礎研究が商業化フェーズに入りつつあることを示しています。
Vardaの「5年以内の人体適用」という目標は非常に野心的ですが、実現すれば製薬業界に大きなインパ
クトを与えるでしょう。特に、結晶化が難しい高分子医薬品や、より純度の高い結晶が求められる薬剤
において、宇宙での製造は画期的なソリューションとなる可能性があります。ただし、製造コスト、地
球への輸送コスト、そして規制当局の承認プロセスが大きな課題となります。特に、宇宙で製造された
医薬品の品質管理や安全性評価の基準は、まだ確立されていません。 【機会】日本の製薬企業は、新薬
開発のブレークスルーとしてこの技術に注目すべきです。宇宙ベンチャーとの連携や、自社での微小重
力実験への投資を通じて、新たな医薬品ポートフォリオを構築する機会があります。また、日本の材料
メーカーは、宇宙での製造プロセスに必要な特殊容器や環境制御技術の開発で貢献できるでしょう。 【
脅威】この分野での国際競争は激化しており、先行する欧米企業に遅れを取ると、将来的な医薬品市場
での競争力を失う可能性があります。特に、希少疾患治療薬など高付加価値分野での優位性が脅かされ
る恐れがあります。
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深掘り ③ ― SpaceX Starshipの再利用性実証進む
#02 | 2026/08/28 | AP News | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●○

SpaceXは、7月24日の試験飛行から約1ヶ月後、スターシップの機体をインド洋から無傷の状態で回収することに成功
しました。これはスターシップにとって過去最大規模のサルベージ作業であり、機体が1時間の宇宙スキミング飛行に
耐え、構造的完全性を保っていたことを示しています。回収された機体はテキサス州の施設に輸送され、今後の迅速な
開発サイクルに不可欠な貴重な工学的データを提供する予定です。

この成功は、将来の月・火星ミッションに向けたスターシップの設計と運用能力を検証する上で極めて重要です。Spac
eXが目標とする「迅速な再利用性」を実現するための重要なステップであり、宇宙輸送コストの劇的な削減と、宇宙へ
のアクセス頻度の向上に貢献する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

スターシップの無傷回収は、SpaceXが目指す完全再利用性への大きな一歩であり、宇宙輸送のゲームチ
ェンジャーとなる可能性を改めて示しました。機体が1時間の宇宙飛行と着水に耐えたことは、材料の
耐熱性、構造設計、回収技術の成熟度が高いことを示唆しています。ただし、これはあくまで試験飛行
であり、実際の運用ではさらに厳しい条件が課せられます。特に、熱シールドの劣化や再突入時の構造
疲労など、長期的な再利用に向けた課題はまだ残されています。 【機会】スターシップによる超低コス
ト輸送が実現すれば、日本の宇宙ベンチャーや研究機関は、より安価にペイロードを宇宙に送れるよう
になります。これにより、新たな宇宙ビジネスや科学ミッションの機会が拡大します。また、日本の材
料メーカーは、再利用可能なロケットに必要な耐熱材料や軽量構造材料の開発で貢献できる可能性があ
ります。 【脅威】日本のH3ロケットやイプシロンSといった国産ロケットは、コスト面でスターシップ
との競争に直面します。特に、大規模な衛星コンステレーション構築や月・火星ミッションの輸送需要
において、SpaceXの優位性がさらに高まるでしょう。日本の宇宙輸送産業は、独自の強み（高信頼性、
特定ミッションへの特化など）を磨きつつ、国際的な連携も視野に入れる必要があります。

その他の注目記事
BCG、宇宙ベースデータセンターの可能性提示 (Boston Consulting Group (BCG) / Payload Space)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

BCGが宇宙データセンターの技術的実現可能性と市場ポテンシャルを予測。2040年までにAI市場の10-15%を占める
とし、主権AIや宇宙生成データ処理で優位性を示唆。

SpaceX、Starship Flight 14に向けたスーパーヘビーブースターの33エンジン静的燃焼試験を完了 (Space.com / Teslarati)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

Starshipの初の本格的な軌道投入試験飛行に向け、スーパーヘビーブースターの33基ラプターエンジン静的燃焼試験を
完了。9月中旬の打ち上げ目標に向け準備加速。

中国初の商業宇宙打ち上げサイト「海南商業宇宙打ち上げサイト」が運用準備完了、民間宇宙部門の発展を加速 (Facebook (en.people.cnより転載))
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

中国初の商業宇宙打ち上げサイトが運用準備完了。民間宇宙部門の発展を強力に後押しし、打ち上げ能力と国際競争力
を大幅に強化する見込み。

Microchip Technologyが低消費電力かつ高精度の耐放射線チップスケール原子時計「Space CSAC-SA65」を発表、衛星システム設計を簡素化しコスト削減へ
(Simply Wall St)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

Microchipが低消費電力・高精度の耐放射線チップスケール原子時計を発表。衛星の設計簡素化とコスト削減に貢献し
、次世代宇宙ミッションの性能向上に寄与。

Hical Technologiesがインド初の国産宇宙アプリケーション向けコアレスBLDCモーターを商業発売、衛星姿勢制御システムに採用 (Bisinfotech)
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技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

インドHical Technologiesが国産宇宙向けコアレスBLDCモーターを商業発売。衛星姿勢制御システムに採用され、イ
ンドの宇宙技術自給自足と国際競争力向上に貢献。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】SpaceXの軌道上AIデータセンター構想（#10）が自社の事業に与える影響について、緊急で情報
収集と初期評価を開始する。

• 【R&D;】耐放射線性GaN FET（#14）やチップスケール原子時計（#23）など、宇宙グレード部品の最新動向
を調査し、自社製品への適用可能性を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/新製品企画】微小重力下での医薬品製造（#15）について、国内外の先行事例や技術課題を深掘り調
査し、自社技術との連携可能性を検討するワーキンググループを立ち上げる。

• 【調達/購買】中国の商業宇宙産業の台頭（#18, #19, #20）が、将来的な部品調達や打ち上げサービス市場に
与える影響を分析し、サプライチェーン戦略の見直しに着手する。

• 【半導体PKG/材料】宇宙環境向け高信頼性半導体パッケージング材料や耐熱・耐放射線材料のニーズを再評価
し、開発ロードマップへの反映を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】宇宙AIデータセンター（#10）や月面核電源（#17）など、宇宙空間でのインフラ構築に
向けた長期的な技術ロードマップを策定し、戦略的投資の可能性を検討する。

• 【EV設計/電池材料】月面探査計画の進展（#02, #08）や月面での電力供給技術（#17）を注視し、将来的な
月面モビリティや基地建設における材料・部品ニーズを予測する。

• 【国際事業】アルテミス計画の動向（#03, #08）や国際協力の枠組み（#07）を踏まえ、日本の宇宙産業が国
際的なプレゼンスを高めるための戦略（技術供与、共同開発など）を立案する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-09-05
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収録記事一覧

#01 中国GalaxySpace社、タイへCubeSat「Lingzhi-09」輸出で東南アジア商業宇宙市場へ初のター
ンキー参入

#02 SpaceX、スターシップ機体をインド洋から回収成功、1時間の宇宙飛行後に無傷で浮遊

#03 NASA、アルテミスIIIのSLSロケットRS-25エンジン搭載を開始、クルー訓練も進行

#04 アルテミスIIクルー、歴史的月周回飛行後に議会宇宙栄誉勲章を受章し帰還

#05 NASA、アルテミスIIIオリオン宇宙船の画像伝送にSpaceX Starlinkのレーザー通信を採用

#06 NASA、暗黒宇宙探査ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡を打ち上げ

#07 トルコ、アルテミス協定に署名し平和的な月・深宇宙探査への国際協力に参画

#08 NASA、アルテミスIIIの月面着陸から地球低軌道リハーサルへ計画変更、2027年に実施

#09 BCGが宇宙ベースデータセンターの技術的実現可能性を提示、2040年までにAI市場の10-15%
を目標

#10 SpaceX、軌道上AIデータセンター向けに最大100万基の衛星配備申請を提出

#11 米宇宙軍、次世代訓練技術開発に15社と最大9.81億ドルの契約を締結

#12 SpaceX、Starshipの軌道投入試験飛行後、インド洋から機体を回収し再利用性向上に貢献

#13 SpaceX、Starship Flight 14に向けたスーパーヘビーブースターの33エンジン静的燃焼試験を完
了

#14 EPC Space、次世代宇宙コンピューティング向けに超低オン抵抗・耐放射線eGaN FETを発表

#15 Varda Spaceが1.87億ドル調達、BioOrbitと共に微小重力下での医薬品製造を推進し5年以内の
人体適用を目指す

#16 Redwire子会社SpaceMD、微小重力下薬剤結晶化ミニラボPIL-BOXをSpaceX Starfallカプセル
で飛行させる契約を締結

#17 City Labs、月面極夜の持続的電力供給向けに2回目の軌道上核デモンストレーションを準備

#18 中国の宇宙打ち上げ数が2025年に92回に急増、うち50回が商業ミッションで世界的な宇宙大国
化を加速

#19 Galactic Energyが中型液体燃料ロケットPALLAS-1の初飛行に成功、LEOペイロード5〜7トン、

25回以上の再利用を目指す

#20 中国初の商業宇宙打ち上げサイト「海南商業宇宙打ち上げサイト」が運用準備完了、民間宇宙部
門の発展を加速

#21 InfineonとNASA、ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡にコンポーネントレベルで耐放射
線性を実現するパワー半導体を搭載



#22 Spirit ElectronicsがTexas InstrumentsとMicrochip Technologyの宇宙グレード部品をオンラ
イン販売開始、耐放射線電子機器の需要増に対応

#23 Microchip Technologyが低消費電力かつ高精度の耐放射線チップスケール原子時計「Space

CSAC-SA65」を発表、衛星システム設計を簡素化しコスト削減へ

#24 Hical Technologiesがインド初の国産宇宙アプリケーション向けコアレスBLDCモーターを商業
発売、衛星姿勢制御システムに採用



#01 中国GalaxySpace社、タイへCubeSat「Lingzhi-09」
輸出で東南アジア商業宇宙市場へ初のターンキー参入

概要

中国の商業宇宙企業GalaxySpace社が、東南アジア市場への初のターンキー衛星輸出と
してLingzhi-09タイCubeSatを打ち上げました。このミッションは、タイの研究機関に
リモートセンシングデータを提供し、タイの大学生の宇宙技術トレーニングを支援し

ます。これにより、中国の商業宇宙サービスは単なる製品輸出を超え、総合的なソリ
ューション提供へと拡大していることが示されています。東南アジア諸国との連携を
深めることで、中国はグローバルな宇宙産業における影響力を強化しています。

公開日 2026年08月28日  Markets Insider  中国



詳細

主要成果

中国の商業宇宙企業GalaxySpace社は、タイとの間でCubeSat「Lingzhi-09」の輸出およ
び打ち上げ契約を完了し、東南アジア市場への初のターンキー衛星輸出を達成しまし
た。この画期的な取引は、中国の商業宇宙産業がグローバルなプレゼンスを拡大し、単
なる宇宙製品の提供に留まらず、運用サービスや技術移転を含む包括的なソリューショ
ンプロバイダーへと進化していることを明確に示しています。

技術・運用詳細

Lingzhi-09 CubeSatは、タイの特定のニーズに合わせて設計されており、主に高解像度
リモートセンシングデータの提供を目的としています。この衛星は、農業監視、災害管
理、都市計画など、タイ国内の様々な分野で活用される見込みです。さらに、このプロ
ジェクトには、タイの大学および研究機関の学生や研究者に対する、衛星データ分析、
運用、および宇宙技術開発に関する実践的なトレーニングプログラムが含まれていま
す。これにより、タイは自国の宇宙技術能力を向上させることができ、中国側は技術協
力を通じた国際関係を強化しています。

背景・業界文脈

近年、中国政府は、国家主導の宇宙プログラムに加えて、民間企業の参入を奨励するこ
とで商業宇宙セクターの発展を強力に推進しています。特に「一帯一路」構想の一環と
して、宇宙技術を活用したインフラ整備やサービス提供を推進しており、今回のタイと
の契約はその具体的な成果と言えます。東南アジアは、リモートセンシング、通信、ナ
ビゲーションといった宇宙サービスに対する需要が高まっており、中国はこの地域での
リーダーシップを確立しようとしています。今回のターンキー契約は、中国が今後、さ
らに多くの国々に対して同様の包括的な宇宙ソリューションを提供していく可能性を示
唆しています。



今後の展望

この成功は、GalaxySpace社および中国の他の商業宇宙企業にとって、国際市場での競
争力を高める重要なマイルストーンとなります。特に、中小型衛星の製造、打ち上げ、
運用、データサービスを統合したパッケージ提供は、新興宇宙国にとって魅力的な選択
肢となるでしょう。今後、中国は東南アジアだけでなく、アフリカや南米といった他の
地域でも商業宇宙事業の機会を積極的に探り、グローバルな宇宙産業における主要プレ
ーヤーとしての地位を固めていくと予想されます。この動きは、既存の宇宙大国、特に
アメリカやヨーロッパの企業にとって、新たな競争環境をもたらすことになります。

元記事: https://www.scmp.com/tech/article/3365534/chinas-commercial-space-sector-expands-global-

footprint-thailand-deal

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#02 SpaceX、スターシップ機体をインド洋から回収成
功、1時間の宇宙飛行後に無傷で浮遊

概要

SpaceXは、7月24日の試験飛行から約1ヶ月後、スターシップの機体をインド洋から無
傷の状態で回収することに成功しました。これはスターシップにとって過去最大規模
のサルベージ作業であり、機体が1時間の宇宙スキミング飛行に耐え、構造的完全性を

保っていたことを示しています。回収された機体はテキサス州の施設に輸送され、今
後の迅速な開発サイクルに不可欠な貴重な工学的データを提供する予定です。この成
功は、将来の月・火星ミッションに向けたスターシップの設計と運用能力を検証する

上で極めて重要です。

公開日 2026年08月28日  AP News  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、2026年7月24日に実施されたスターシップの試験飛行から約1ヶ月後、イン
ド洋に着水したスターシップの機体を完全に無傷な状態で回収することに成功しまし
た。これは同社のスターシップ開発プログラムにおける過去最大規模のサルベージ作業
であり、1時間にわたる宇宙スキミング飛行という過酷な条件下で、機体が優れた構造
的完全性を維持したことを実証しています。

技術・運用詳細

回収されたスターシップは、そのサイズと複雑さから、これまでのSpaceXの回収作業の
中でも特に挑戦的なプロジェクトとなりました。機体は、設計された軌道投入後の着水
地点であるインド洋の指定海域で発見され、特別な回収船によって慎重に引き上げられ
ました。今回回収された機体は、今後の迅速な開発サイクルにおいて極めて重要な役割
を果たす予定です。エンジニアは機体の内外を徹底的に分析し、大気圏再突入時の熱負
荷、構造健全性、アビオニクスシステムの性能に関する貴重なデータを収集します。こ
のデータは、スターシップの設計改良と信頼性向上に直結し、将来の軌道飛行および
月・火星ミッションへの準備を加速させます。

背景・業界文脈

スターシップは、SpaceXが開発を進める完全再利用可能な次世代型宇宙輸送システムで
あり、人類の月面帰還「アルテミス計画」や火星への有人探査など、深宇宙ミッション
の実現に不可欠な存在と位置付けられています。過去の試験飛行では、着陸時の爆発や
回収失敗などの課題に直面してきましたが、今回の無傷回収は、その設計と運用プロセ
スが着実に成熟していることを示す大きな進歩です。この成功は、SpaceXが目標とする
「迅速な再利用性」を実現するための重要なステップであり、宇宙輸送コストの劇的な
削減と、宇宙へのアクセス頻度の向上に貢献する可能性を秘めています。



今後の展望

回収されたスターシップから得られるデータは、Flight 14以降の試験飛行、特に完全な
軌道飛行ミッションの成功に向けた重要な知見を提供します。SpaceXは、このデータを
基に、熱遮蔽システム、構造、推進システムなどをさらに最適化し、スターシップの信
頼性と安全性を高めるでしょう。今回の成功は、スターシップが単なるプロトタイプか
ら、実用的な宇宙輸送システムへと移行しつつあることを強く印象づけ、宇宙産業全体
における再利用型ロケット技術の新たな基準を確立する可能性を秘めています。これ
は、宇宙開発の未来を大きく変える可能性を秘めた動きであり、研究者、エンジニア、
投資家にとって注視すべき進展です。

元記事: https://apnews.com/article/spacex-musk-starship-splashdown-

dad5fd5a6f3eedd3dfe23bd59a3adb6c

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#03 NASA、アルテミスIIIのSLSロケットRS-25エンジン搭
載を開始、クルー訓練も進行

概要

NASAは、2027年に予定されるアルテミスIII月有人ミッションに向けて、スペースロー
ンチシステム（SLS）ロケットのコアステージへのRS-25エンジン搭載作業を開始しま
した。この重要なマイルストーンは、月面着陸に向けたハードウェア準備の進捗を示

します。同時に、ESA宇宙飛行士ルカ・パルミターノを含むミッションクルーは、ヒュ
ーストンで上昇、軌道、ランデブー、再突入といった具体的な運用訓練を継続してお
り、飛行士の準備も着実に進んでいます。これらの活動は、SLSロケットとオリオン宇

宙船が有人月探査の次の時代を切り開くための技術的・運用的な基盤を確立するもの
です。

公開日 2026年08月27日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、来年予定されているアルテミスIIIミッションのスペースローンチシステム
（SLS）ロケットコアステージに対し、RS-25エンジンの搭載作業を開始しました。これ
は、人類を再び月に送るための物理的な準備における重要な一歩であり、ミッションの
ハードウェア面での具体的な進捗を示しています。

技術・運用詳細

RS-25エンジン搭載: SLSロケットのコアステージは、その巨大な推力を生み出すRS-

25エンジンを統合する段階に入りました。これらのエンジンはシャトル時代の実績
を持つ改良型であり、アルテミスミッションの成功に不可欠な信頼性と性能を提供し
ます。

クルー訓練の進捗: アルテミスIIIミッションのクルー、特にESA宇宙飛行士ルカ・パル
ミターノを含むメンバーは、ヒューストンのジョンソン宇宙センターで集中的な訓練
を受けています。この訓練は、打ち上げ後の上昇フェーズ、月軌道上での操作、有人
着陸システムとのランデブーおよびドッキング、そして地球への再突入という、ミッ
ションの全段階をカバーします。

背景・業界文脈

アルテミス計画は、アポロ計画以来の月面への人類帰還を目指す国際的な取り組みで
す。SLSロケットとオリオン宇宙船は、この計画の基幹を成すハードウェアであり、そ
の開発と準備は継続的な挑戦と進歩の連続です。アルテミスIIIは、女性宇宙飛行士と有
色人種の宇宙飛行士を初めて月面に送ることを目指しており、その成功は将来の火星探
査への足がかりとなります。

今後の展望

SLSロケットのエンジン搭載とクルー訓練の進捗は、アルテミスIIIミッションが2027年
の打ち上げに向けて順調に推移していることを示しています。次の主要なマイルストー
ンとしては、コアステージとブースターの最終統合、そして打ち上げに向けた最終試験
が挙げられます。これらの準備が整うことで、人類は持続的な月面プレゼンスと深宇宙
探査に向けた新たな章を開くことになります。



元記事: https://www.nasa.gov/blogs/missions/2026/08/27/nasa-starts-artemis-iii-engine-install-

boosters-crew-training-advance/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/blogs/missions/2026/08/27/nasa-starts-artemis-iii-engine-install-boosters-crew-training-advance/
https://www.nasa.gov/blogs/missions/2026/08/27/nasa-starts-artemis-iii-engine-install-boosters-crew-training-advance/


#04 アルテミスIIクルー、歴史的月周回飛行後に議会宇宙
栄誉勲章を受章し帰還

概要

NASAのアルテミスIIクルー、リード・ワイズマン、ビクター・グローバー、クリステ
ィーナ・コック飛行士と、CSAのジェレミー・ハンセン飛行士が、月周回飛行ミッシ
ョンを成功裏に終え、ジョンソン宇宙センターに帰還しました。彼らの歴史的な功績

を称え、ドナルド・J・トランプ大統領は8月28日に議会宇宙栄誉勲章を授与しまし
た。この勲章は、宇宙探査における彼らの卓越した貢献とリーダーシップを認め、国
家的な英雄として彼らを称えるものです。

公開日 2026年08月28日  NASA / SoCo Digest  アメリカ



詳細

主要成果

NASAのリード・ワイズマン、ビクター・グローバー、クリスティーナ・コック飛行
士、およびカナダ宇宙庁（CSA）のジェレミー・ハンセン飛行士からなるアルテミスII
クルーは、歴史的な月周回飛行ミッションを成功裏に完了し、ジョンソン宇宙センター
（JSC）に帰還しました。彼らの偉業を称え、ドナルド・J・トランプ大統領は2026年8

月28日に議会宇宙栄誉勲章を授与しました。

技術・臨床詳細

月周回飛行ミッション: アルテミスIIは、オリオン宇宙船の有人での初の月周回飛行
ミッションであり、アルテミスIIIでの月面着陸に向けた重要な事前検証飛行でした。
クルーは、オリオン宇宙船の生命維持システム、通信、航法システム、および深宇宙
環境での運用能力を広範に試験しました。

議会宇宙栄誉勲章: この勲章は、宇宙飛行士に対して贈られる最高位の栄誉であり、
宇宙探査において類まれな勇気と功績を示した者に授与されます。アルテミスIIクル
ーへの授与は、彼らの技術的熟練度、冷静な判断力、そして人類の探査への献身が高
く評価された結果です。

背景・業界文脈

アルテミス計画は、アポロ計画以来となる人類の月帰還を目指すNASA主導の国際協力
プロジェクトです。アルテミスIIミッションは、オリオン宇宙船の深宇宙環境における
安全性と性能を実証する上で不可欠なステップであり、将来の有人月面着陸、さらには
火星探査へと繋がる重要なマイルストーンでした。この成功は、宇宙機関間の国際協力
の有効性も示しています。

今後の展望

アルテミスIIの成功とクルーへの栄誉は、今後のアルテミスIII以降のミッションに向け
た弾みとなります。得られた貴重な飛行データとクルーの経験は、月面着陸システムの
開発と運用計画にフィードバックされ、人類の月面での持続的なプレゼンス構築と深宇
宙探査能力の向上に貢献します。この勲章は、次世代の宇宙飛行士やエンジニアにとっ
ても大きなインスピレーションとなるでしょう。



元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#05 NASA、アルテミスIIIオリオン宇宙船の画像伝送に
SpaceX Starlinkのレーザー通信を採用

概要

NASAは、アルテミスIIIミッションにおけるオリオン宇宙船からの画像伝送にSpaceXの
Starlinkレーザー通信技術の活用を決定しました。この採用により、オリオンと商業有
人着陸システム間のランデブーおよびドッキング試験の様子を高精細な画像で地球へ

リアルタイム伝送することが可能となります。Starlinkの高速レーザーリンクは、深宇
宙通信におけるデータスループットを大幅に向上させ、視聴者に前例のない詳細な視
覚情報を提供します。

公開日 2026年08月27日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、アルテミスIII月有人ミッションにおいて、オリオン宇宙船から地球への高精
細画像伝送にSpaceXのStarlinkレーザー通信機能を導入することを決定しました。これ
により、ミッションの重要な段階であるオリオン宇宙船と商業有人着陸システム
（HLS）とのランデブーおよびドッキング試験の様子を、これまでにない詳細さでリア
ルタイムに伝送することが可能になります。

技術・運用詳細

Starlinkレーザー通信: SpaceXのStarlink衛星は、低遅延で高速なデータ通信を可能に
するレーザー通信リンクを使用しています。この技術をオリオン宇宙船に適用するこ
とで、従来の無線周波数（RF）通信に比べてはるかに高い帯域幅とデータスループ
ットを実現し、月周回軌道から地球への高解像度動画や大量の科学データの効率的な
伝送を可能にします。

ミッション統合: Starlinkのレーザー通信端末は、オリオン宇宙船に統合され、HLSと
のランデブーやドッキング操作中に発生する重要なイベントを捕捉し、視聴者やミッ
ションコントロールセンターに詳細な視覚情報を提供します。これは、複雑な深宇宙
ミッションの透明性を高め、地上のチームが状況を正確に把握する上で不可欠です。

背景・業界文脈

深宇宙ミッションにおける通信は常に大きな課題であり、低帯域幅と高遅延が一般的で
した。Starlinkのような商用衛星コンステレーションの進化は、この状況を劇的に改善す
る可能性を秘めています。NASAがSpaceXの技術を採用することは、商業宇宙産業との
連携強化と、革新的な技術をミッションに積極的に取り入れる姿勢を示しています。こ
れは、コスト削減と効率向上に繋がり、今後の宇宙探査のあり方を再定義するもので
す。



今後の展望

Starlinkレーザー通信の導入は、アルテミス計画の通信インフラを大きく向上させ、将来
の月面基地や火星ミッションにおける通信能力の基盤を築きます。この技術は、宇宙飛
行士と地上の間のリアルタイムに近いコミュニケーションを可能にし、緊急事態への対
応能力を高めるだけでなく、一般の人々が宇宙探査をより身近に感じられるようにする
でしょう。高速通信能力は、月面活動から得られる膨大な科学データの効率的な地球へ
の送還にも寄与し、科学的発見を加速させることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#06 NASA、暗黒宇宙探査ナンシー・グレース・ローマン
宇宙望遠鏡を打ち上げ

概要

NASAのナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡が打ち上げられ、暗黒宇宙の謎に迫
る新たな探査ミッションが開始されました。この宇宙望遠鏡は、広視野と高い解像度
を兼ね備え、暗黒エネルギー、暗黒物質、太陽系外惑星の探査を目的としています。

その観測能力は、天体物理学と宇宙論における私たちの理解を大きく進展させること
が期待されており、宇宙の進化に関する新たな洞察をもたらすでしょう。

公開日 2026年08月31日  NASA / Burn and Coast  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、暗黒宇宙の謎を解明することを目的としたナンシー・グレース・ローマン宇
宙望遠鏡（Nancy Grace Roman Space Telescope）の打ち上げを成功させました。この
画期的なミッションは、宇宙の最も深遠な現象に対する理解を大きく進展させる可能性
を秘めています。

技術・臨床詳細

望遠鏡の設計と能力: ローマン宇宙望遠鏡は、ハッブル宇宙望遠鏡と同等の高解像度
でありながら、約100倍広い視野を持つように設計されています。このユニークな組
み合わせにより、単一の画像で広大な宇宙領域を捉え、遠方の銀河や多数の天体を一
度に観測することが可能です。

主要な科学目標: このミッションの主要な科学目標は以下の通りです。

暗黒エネルギーと暗黒物質の探査: 宇宙の加速膨張を引き起こすと考えられている
暗黒エネルギーの性質や、宇宙の質量の大部分を占める暗黒物質の分布を詳細に
マッピングします。

太陽系外惑星の発見: 重力マイクロレンズ法を用いて、これまでにない数の太陽系
外惑星、特に地球型惑星や自由浮遊惑星を発見する可能性を秘めています。

銀河の進化: 初期宇宙から現代までの銀河の形成と進化の過程を広範な調査を通じ
て解明します。

革新的な技術: ローマン宇宙望遠鏡には、高度なコロナグラフが搭載されており、こ
れにより恒星の光を遮断して、その周りを公転する惑星を直接観測することが可能に
なります。これは、太陽系外惑星研究における大きな飛躍を意味します。

背景・業界文脈

暗黒エネルギーと暗黒物質は、現代宇宙論における最大の未解決問題の一つです。これ
らの謎の解明は、宇宙の起源、構造、そして未来に関する私たちの理解を根本から変え
る可能性があります。ローマン宇宙望遠鏡は、ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡や地上
望遠鏡と連携し、多角的な観測を通じて宇宙の全体像を構築する上で不可欠な役割を担
います。また、商用打ち上げサービスを利用することで、より効率的かつ経済的な宇宙
ミッションの実施という現在のトレンドも反映しています。



今後の展望

ローマン宇宙望遠鏡からのデータは、今後数十年間にわたり天体物理学研究の最前線を
形作ることになるでしょう。特に、暗黒エネルギーの精密測定や太陽系外惑星の統計的
調査は、宇宙論モデルや惑星形成理論に新たな制約を与え、私たちの宇宙における位置
づけに関する深い洞察をもたらすことが期待されます。その広視野は、予期せぬ発見の
可能性も大きく広げます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#07 トルコ、アルテミス協定に署名し平和的な月・深宇宙
探査への国際協力に参画

概要

トルコ共和国が正式にアルテミス協定に署名し、平和的で透明性の高い宇宙探査に尽
力する国際協力の輪に加わりました。この署名は、月および深宇宙活動に関する多国
間協力の枠組みをさらに拡大するものです。トルコの参画は、宇宙探査における国際

的な規範と共通の原則の重要性を強調し、地球外での活動の安全で持続可能な未来に
貢献します。

公開日 2026年08月27日  NASA  トルコ



詳細

主要成果

トルコ共和国は、アルテミス協定に正式に署名し、平和的かつ透明性の高い方法で月お
よび深宇宙探査を進めるための国際協力体制に加わりました。この署名は、アルテミス
協定の参加国を拡大し、宇宙活動における共通の原則と規範の普及を促進するもので
す。

技術・運用詳細

アルテミス協定の目的: アルテミス協定は、NASAが主導し、月、火星、彗星、小惑
星の探査および平和利用に関する一連の非拘束的な原則を定めるものです。主要な原
則には、平和目的での活動、透明性の確保、緊急援助の提供、宇宙資源の採掘に関す
るルールの設定、宇宙ごみ問題への対処などが含まれます。

トルコの貢献: トルコは、自国の宇宙機関（TUA）を通じて、特に地球観測、衛星通
信、ロケット開発の分野で独自の宇宙能力を発展させています。アルテミス協定への
参加により、トルコはこれらの技術的専門知識を国際的な月探査ミッションに提供す
る機会を得るとともに、国際的なベストプラクティスを共有し、自国の宇宙産業をさ
らに発展させることが期待されます。

背景・業界文脈

アルテミス協定は、宇宙空間における国家行動の国際法（特に宇宙条約）を強化し、実
用的な指針を提供するものとして、急速に世界各国の支持を集めています。米国、日
本、欧州諸国、カナダ、オーストラリアなど、多くの主要な宇宙国家が既に協定に署名
しており、トルコの参加は、その地政学的重要性からも注目されます。これは、宇宙探
査が単なる技術競争ではなく、地球規模の協力と共通の価値観に基づく取り組みである
ことを示しています。



今後の展望

トルコのアルテミス協定への署名は、国際的な月探査プロジェクトにおける協力の機会
を広げ、新たな技術交流や共同ミッションの可能性を生み出します。この動きは、特に
月面での持続的な人間のプレゼンスを確立し、将来の火星探査に備える上で、多国間協
力が不可欠であるという認識を強化するものです。トルコは、この枠組みを通じて、自
国の宇宙産業の発展を加速させるとともに、国際的な宇宙ガバナンスの形成においてよ
り積極的な役割を果たすことが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#08 NASA、アルテミスIIIの月面着陸から地球低軌道リハ
ーサルへ計画変更、2027年に実施

概要

NASAは、アルテミスIIIミッションの当初計画を更新し、月面着陸から2027年の地球低
軌道（LEO）での重要なリハーサルに重点を移すと発表しました。この変更は、深宇
宙着陸技術、特に商業有人着陸システム（HLS）の開発遅延に起因するものです。新

計画では、4名のクルーが月着陸船システムおよび関連技術の包括的な試験を行い、将
来の月面着陸に向けたリスクを軽減します。

公開日 2026年09月03日  Friends of NASA (Facebook)  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、アルテミスIIIミッションの計画を大幅に更新し、月面着陸という当初の目標
から、2027年に地球低軌道（LEO）での重要なリハーサルに重点を移すと発表しまし
た。この変更は、商業有人着陸システム（HLS）の開発遅延が主な原因であり、ミッシ
ョンの目標をより現実的なものに調整するものです。

技術・運用詳細

ミッション計画の変更: アルテミスIIIは当初、アポロ計画以来となる人類の月面着陸
を目指す画期的なミッションとして計画されていました。しかし、月着陸船の開発に
おける技術的課題とスケジュール遅延により、NASAはミッションの安全性と成功を
優先し、計画を再評価しました。

地球低軌道でのリハーサル: 新しい計画では、4名のクルーが地球低軌道で、将来の
月面着陸に必要な月着陸船システムおよび関連するランデブー、ドッキング、クルー
移動などの運用を詳細に試験します。これにより、深宇宙での未知のリスクに直面す
る前に、重要な技術と手順を十分に検証することが可能になります。具体的には、ス
ペースローンチシステム（SLS）とオリオン宇宙船を用いて、地球周回軌道上で月着
陸船の主要な機能をデモンストレーションし、実際の月ミッションのシナリオを模擬
します。

背景・業界文脈

商業パートナーシップに依存するアルテミス計画において、HLSの開発は重要な要素で
す。SpaceXのStarshipのような新規開発プログラムは、その規模と複雑さから予期せぬ
遅延に直面することがあります。NASAは、ミッションの成功率を最大化するために、
柔軟な計画調整を行う必要性を認識しています。この計画変更は、現実的なタイムライ
ンと技術的成熟度を優先する、慎重なアプローチを示しており、業界全体に長期的な宇
宙探査計画における柔軟性の重要性を提起します。



今後の展望

2027年の地球低軌道でのリハーサルは、アルテミス計画全体の成功に向けた不可欠なス
テップとなります。このリハーサルで得られるデータと経験は、HLSの開発を加速さ
せ、将来の月面着陸ミッションにおけるリスクを大幅に低減するでしょう。NASAは、
このリハーサルを通じて得られた教訓を基に、より安全で確実な方法で人類を月面に送
るための準備を進めます。月面着陸は依然として最終目標ですが、安全な実施のための
より堅牢な道筋が確立されることになります。

元記事: https://www.facebook.com/FriendsOfNASA/videos/nasas-artemis-iii-mission-our-next-step-

back-to-the-moonfriendsofnasaorg-in-apri/1452254833616947/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/FriendsOfNASA/videos/nasas-artemis-iii-mission-our-next-step-back-to-the-moonfriendsofnasaorg-in-apri/1452254833616947/
https://www.facebook.com/FriendsOfNASA/videos/nasas-artemis-iii-mission-our-next-step-back-to-the-moonfriendsofnasaorg-in-apri/1452254833616947/


#09 BCGが宇宙ベースデータセンターの技術的実現可能性
を提示、2040年までにAI市場の10-15%を目標

概要

ボストンコンサルティンググループ（BCG）の分析によると、宇宙ベースのデータセ
ンターは5～10年以内に規模を拡大して技術的に実現可能となり、2040年までに世界
のAIデータセンター市場の10～15%を獲得する可能性があります。初期コストは地上

データセンターより高くなるものの、主権AIワークロードや宇宙生成データ処理にお
ける独自の利点が投資を正当化します。これにより、宇宙データセンターは地上イン
フラの重要な補完層として位置づけられると予測されます。

公開日 2026年08月27日  Boston Consulting Group (BCG) / Payload Space  アメリカ



詳細

主要成果

ボストンコンサルティンググループ（BCG）は、宇宙ベースのデータセンターが今後5

～10年以内に技術的に実現可能となり、2040年までに世界のAIデータセンター市場の10
～15%という大きなシェアを獲得する可能性があるとの分析を発表しました。これは、
宇宙インフラが次世代の計算能力を支える重要な柱となる可能性を示唆しています。

技術・経済詳細

技術的実現可能性: レポートでは、宇宙ベースのデータセンターが、次世代の衛星技
術、レーザー通信、高効率な電力供給システム（太陽光発電や小型原子炉）の進化に
より、今後数年で運用可能な規模に達すると指摘しています。特に、軌道上でのメン
テナンス、アップグレード、モジュール式の拡張性が重要になると考えられます。

市場ポテンシャル: 2040年までに世界のAIデータセンター市場全体の一部を占めると
いう予測は、そのニッチながらも高価値な市場セグメントを示しています。初期段階
ではコスト面で地上インフラに対してプレミアムが発生するものの、特定のユースケ
ースにおいてその価値が認められます。

独自の利点: 宇宙データセンターの主な利点としては、以下の点が挙げられます。

主権AIワークロード: 国家安全保障や機密性の高いデータ処理において、地上国境
や物理的インフラの制約を受けない独立した計算能力を提供します。

宇宙生成データ処理: 地球観測衛星、通信衛星、宇宙探査機などから生成される膨
大なデータを軌道上でリアルタイムに処理することで、データ伝送遅延と帯域幅
の制約を克服します。

エネルギー効率と冷却: 宇宙の真空環境は、地上に比べて優れた受動冷却ソリュー
ションを提供し、長期的なエネルギー効率と運用コストの最適化に寄与する可能
性があります。



背景・業界文脈

AIの急速な発展は、膨大な計算能力とデータ処理能力を要求し、地上データセンターの
電力消費と冷却の限界に挑戦しています。同時に、宇宙産業は小型衛星、再利用ロケッ
ト、軌道上サービスといった技術革新により、低コストで高頻度な宇宙アクセスが実現
しつつあります。この二つのトレンドが融合することで、宇宙データセンターという新
たな市場が生まれる可能性が高まっています。これは、デジタルインフラの地理的制約
を克服し、サイバーセキュリティとデータ主権を強化する新たなフロンティアとなるで
しょう。

今後の展望

宇宙ベースのデータセンターは、地上インフラの代替ではなく、補完的な層として機能
することが期待されます。特に、高度なAI推論、エッジコンピューティング、および機
密性の高い政府・防衛アプリケーションにおいて、独自の価値を提供します。今後、技
術の成熟、打ち上げコストの削減、および規制枠組みの整備が進むにつれて、宇宙デー
タセンターは世界のデジタル経済において不可欠な役割を果たすようになるでしょう。
投資家や技術開発者は、この新興市場の成長潜在力に注目し、初期の技術デモンストレ
ーションから商業展開への移行を加速させることが求められます。

元記事: https://www.bcg.com/publications/2026/space-based-data-centers-cost-outlook

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bcg.com/publications/2026/space-based-data-centers-cost-outlook


#10 SpaceX、軌道上AIデータセンター向けに最大100万基
の衛星配備申請を提出

概要

SpaceXは、最大100万基の衛星を軌道上のAIデータセンターとして機能させるための
申請を提出したと報じられています。これらの衛星は高度500～2000kmで運用され、
太陽エネルギーとレーザーリンクを駆使して、AI、機械学習、グローバルデータ処理

に莫大な計算能力を提供することを目指します。この野心的な計画は、地上インフラ
の限界を超える需要に対応し、宇宙を新たなコンピューティングフロンティアとして
確立するものです。

公開日 2026年08月31日  Facebook (SpaceXの要請を報道)  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、最大100万基もの衛星を軌道上のAIデータセンターとして機能させるための
申請を規制当局に提出したと報じられました。この大規模な計画は、AIおよび機械学習
の演算能力を宇宙空間に展開し、地上インフラの物理的制約を超える新たなコンピュー
ティングパラダイムを構築することを目指します。

技術・運用詳細

衛星コンステレーションの規模と機能: 提案されている衛星は、地球を周回する軌道
上、高度500kmから2000kmの範囲で運用される予定です。これらの衛星は、それぞ
れが小型のデータセンターとして機能し、搭載された高性能プロセッサとAIアクセラ
レータを通じて膨大な計算能力を提供します。

エネルギーと通信: 衛星群は太陽エネルギーを利用して電力を供給し、衛星間および
地上ステーションとの間で高速なレーザー通信リンクを介してデータを交換します。
このレーザーリンクは、従来の無線通信よりも高い帯域幅と低い遅延を実現し、AIワ
ークロードに不可欠なリアルタイムデータ処理を可能にします。

AI・機械学習の応用: これらの軌道上データセンターは、地球観測データのリアルタ
イム分析、気候モデリング、防衛目的のインテリジェンス処理、および将来のグロー
バルなエッジAIコンピューティングニーズなど、多岐にわたる高負荷なAIおよび機械
学習アプリケーションをサポートすることが期待されています。

背景・業界文脈

AI技術の爆発的な成長は、これまでのデータセンターのインフラを限界まで追い詰めて
おり、電力消費、冷却、物理的な設置面積が大きな課題となっています。同時に、
SpaceXのStarlinkのようなメガコンステレーション技術は、低コストで大量の衛星を軌
道に投入し、地球全体をカバーする通信ネットワークを構築する可能性を実証してきま
した。この動向は、コンピューティングリソースを宇宙に拡張するというアイデアを現
実的なものにし、新たな産業革命のフロンティアを切り開くものです。主権データ、低
遅延処理、そして地理的制約からの解放といった利点は、各国政府や大企業にとって非
常に魅力的です。



今後の展望

SpaceXのこの野心的な計画が承認され、実現すれば、世界のコンピューティングインフ
ラに革命をもたらす可能性があります。これは、地上データセンターを補完する形で、
新たな価値提供モデルを生み出し、AIの進化をさらに加速させるでしょう。規制当局、
競合他社、そして潜在的な顧客は、この動向を注視しており、軌道上AIデータセンター
が次世代のデジタルエコノミーにおいて不可欠な役割を果たす日が来るかもしれませ
ん。長期的な運用コスト、宇宙ごみ問題への対処、サイバーセキュリティの確保が、今
後の課題となるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/AstroKobiSpace/posts/a-million-ai-data-centers-could-soon-be-in-

space-spacex-satellites-ai-futureofsp/1066547566305276/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/AstroKobiSpace/posts/a-million-ai-data-centers-could-soon-be-in-space-spacex-satellites-ai-futureofsp/1066547566305276/
https://www.facebook.com/AstroKobiSpace/posts/a-million-ai-data-centers-could-soon-be-in-space-spacex-satellites-ai-futureofsp/1066547566305276/


#11 米宇宙軍、次世代訓練技術開発に15社と最大9.81億ド
ルの契約を締結

概要

米宇宙軍は、National Space Test and Training Complex (NSTTC) 向けの次世代訓練技術
開発のため、York Space Systems、Lockheed Martin Space、Sierra Space、Boeing、
Northrop Grummanを含む15社と、最大9億8,100万ドルの契約を締結しました。この

契約は、シミュレートされた脅威に対する高度な試験・訓練施設の開発を2032年7月
まで継続することを目的としています。これにより、宇宙領域での優位性を維持する
ための米国の能力が大幅に強化されます。

公開日 2026年08月27日  SoCo Digest  アメリカ



詳細

主要成果

米宇宙軍は、国家宇宙試験・訓練複合施設（National Space Test and Training Complex,

NSTTC）の次世代訓練技術開発に向け、York Space Systems、Lockheed Martin Space、
Sierra Space、Boeing、Northrop Grummanを含む15社と総額最大9億8,100万ドルの契約
を締結しました。この大型契約は、宇宙領域における米国の防衛能力を強化するもので
す。

技術・運用詳細

契約の目的: この契約の主要な目的は、シミュレートされた宇宙脅威シナリオに対し
て、宇宙軍の人員とシステムを効果的に試験し、訓練するための高度な技術を開発す
ることです。これには、仮想現実（VR）/拡張現実（AR）シミュレーション、デジタ
ルツイン技術、高忠実度な宇宙環境モデリング、サイバー宇宙戦訓練システムなどが
含まれます。

参加企業と役割: 契約を授与された15社は、それぞれ専門分野に応じて、ハードウェ
ア開発、ソフトウェア統合、システムエンジニアリング、訓練カリキュラム設計な
ど、NSTTCの様々な側面を支援します。大手防衛・宇宙企業であるLockheed
Martin、Boeing、Northrop Grummanは、複雑な宇宙システムの統合と大規模シミュ
レーション環境の構築に貢献し、新興企業であるYork Space SystemsやSierra Space

は、より革新的なアプローチや新しいコンポーネントを提供する可能性があります。

期間と目標: 契約期間は2032年7月まで設定されており、長期的な視点での開発と進
化が計画されています。最終的な目標は、宇宙空間における潜在的な敵対行為に対し
て、宇宙軍が迅速かつ効果的に対応できる能力を確保することです。

背景・業界文脈

宇宙は、国家安全保障にとって不可欠な領域となっており、衛星システムは通信、航
法、偵察などの軍事作戦において中心的役割を担っています。しかし、他国による宇宙
兵器の開発やサイバー攻撃の脅威が増大する中で、宇宙資産の保護と宇宙領域での優位
性の維持は、米国にとって最優先事項となっています。NSTTCは、これらの課題に対応
するために設立されたものであり、この契約は、米宇宙軍が将来の紛争に備えるための
積極的な投資を示しています。宇宙の軍事化が進む中で、高度な訓練と試験能力は戦略
的な抑止力と即応性を高める上で不可欠です。



今後の展望

9億8,100万ドルという巨額の投資は、宇宙領域の防衛が今後も米国の主要な優先事項で
あることを明確に示しています。この契約によって開発される技術は、宇宙軍の訓練プ
ログラムを革新し、宇宙飛行士、運用担当者、エンジニアが実戦に即した環境でスキル
を磨くことを可能にします。長期的には、これらの技術は米国の宇宙防衛アーキテクチ
ャ全体に統合され、宇宙の安全保障環境における米国のリーダーシップを確固たるもの
にするでしょう。また、この契約は、宇宙分野における民間企業のイノベーションを促
進し、新たな雇用創出にも寄与することが期待されます。

元記事: https://socodigest.com/2026/08/27/space-force-nite-star-981-million-contract-colorado-

springs-2026/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://socodigest.com/2026/08/27/space-force-nite-star-981-million-contract-colorado-springs-2026/
https://socodigest.com/2026/08/27/space-force-nite-star-981-million-contract-colorado-springs-2026/


#12 SpaceX、Starshipの軌道投入試験飛行後、インド洋
から機体を回収し再利用性向上に貢献

概要

SpaceXは、軌道投入試験飛行から1ヶ月後、インド洋からStarshipの機体回収に成功し
ました。これはStarshipにとって過去最大の回収作戦であり、1時間の宇宙飛行と海上
着水に耐えた機体は、月・火星ミッションに向けた迅速な開発に不可欠な豊富なデー

タをNASAとSpaceXに提供します。今回の回収成功は、Starshipの完全再利用性実現に
向けた重要なマイルストーンとなります。

公開日 2026年08月28日  AP News / Britannica  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、試験飛行から約1ヶ月後、インド洋からStarshipの上段機体の回収に成功し
ました。これはStarshipプログラムにおけるこれまでの回収作業の中で最も大規模なも
のであり、月や火星への有人ミッションに向けた迅速な開発に不可欠な、貴重なデータ
を提供します。

技術・運用詳細

回収作戦の詳細: 今回の回収は、Starshipの試験飛行後に行われました。機体は1時間
程度の宇宙飛行を経て、制御された状態でインド洋に着水しました。回収チームは、
海上に着水した巨大なStarshipの機体を損傷なく回収するために、特殊な船舶と設備
を投入しました。この作戦は、海上での大規模な宇宙船の回収技術が成熟しつつある
ことを示しています。

データ取得の重要性: 回収されたStarshipの機体からは、飛行中の構造健全性、熱シ
ールドの性能、推進システムの残存状態、および海上着水時の衝撃に関する詳細なエ
ンジニアリングデータが取得されます。これらのデータは、機体の設計改良、再利用
性の向上、および将来のミッションにおける信頼性確保のために極めて重要です。特
に、月や火星への貨物・有人輸送を実現するための、高頻度かつ低コストな運用に
は、完全な再利用性が不可欠です。

背景・業界文脈

SpaceXのStarshipは、人類を月や火星に送り込むことを目的とした、世界で最も野心的
なロケット開発プログラムの一つです。このプログラムの核心は、打ち上げシステム全
体の完全な再利用性を達成することにあります。従来の使い捨てロケットに比べ、再利
用可能なシステムは、大幅なコスト削減と打ち上げ頻度の向上を可能にし、宇宙アクセ
スを民主化する可能性を秘めています。過去の試験飛行では、打ち上げや着陸における
課題も露呈していましたが、今回の機体回収成功は、技術的進歩の着実な証拠となりま
す。



今後の展望

今回のStarshipの回収成功は、その完全再利用性実現に向けた大きな一歩です。取得さ
れたデータは、今後のStarshipの設計と運用戦略に直接反映され、より堅牢で信頼性の
高いシステムへと進化するでしょう。これにより、月面への物資輸送、月軌道上の宇宙
ステーションへのクルー輸送、そして最終的には火星への大規模な植民ミッションな
ど、SpaceXの壮大な目標達成に弾みがつきます。宇宙産業全体としても、再利用可能な
巨大ロケットの実現は、宇宙開発の経済性と持続可能性を根本から変える画期的な出来
事として認識されるでしょう。

元記事: https://apnews.com/article/spacex-musk-starship-splashdown-

dad5fd5a6f3eedd3dfe23bd59aadb6c

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://apnews.com/article/spacex-musk-starship-splashdown-dad5fd5a6f3eedd3dfe23bd59aadb6c
https://apnews.com/article/spacex-musk-starship-splashdown-dad5fd5a6f3eedd3dfe23bd59aadb6c


#13 SpaceX、Starship Flight 14に向けたスーパーヘビー
ブースターの33エンジン静的燃焼試験を完了

概要

SpaceXは、Starship初の本格的な軌道投入試験飛行となるFlight 14に向け、スーパーヘ
ビーブースターの33基のラプターエンジンの静的燃焼試験を完了しました。この重要
な試験は、ブースターの性能と信頼性を検証し、9月中旬の打ち上げ目標に向けた準備

を加速させます。SpaceXは同時に、Starlink端末を軌道投入時に飛行させるためのFCC

申請も行っており、技術的な進展と商業的利用の統合を図っています。

公開日 2026年08月29日  Space.com / Teslarati  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、Starship Flight 14ミッションで使用されるスーパーヘビーブースターの33基
のラプターエンジンの静的燃焼試験を成功裏に完了しました。この試験は、Starshipの
初の本格的な軌道投入試験飛行に向けた最終段階の準備作業であり、ブースターが設計
通りの推力を発揮し、安定して作動することを実証しました。

技術・運用詳細

静的燃焼試験の意義: 静的燃焼試験は、ロケットを地上に固定した状態でエンジンを
短時間噴射させ、推力、燃料流量、圧力、振動などの性能データを収集する重要なプ
ロセスです。スーパーヘビーブースターに搭載された33基のラプターエンジン全て
を同時に燃焼させることで、実飛行に近い条件下でのブースター全体のシステム統合
と性能を確認しました。これは、打ち上げ時の複雑な環境下での信頼性を確保するた
めに不可欠です。

Starship Flight 14の目的: Flight 14は、Starshipの本格的な軌道投入能力を実証する
ことを目的としています。これまでの試験飛行では、主に上段機体（Starship）の飛
行特性や着陸技術の検証が行われてきましたが、今回はスーパーヘビーブースターと
Starship上段が完全に統合された形で飛行し、地球周回軌道への投入を試みます。

FCC申請: SpaceXは、この飛行でStarlink通信端末を軌道上で運用するための連邦通信
委員会（FCC）への申請も行っています。これは、将来のStarshipによるStarlink衛星
の大規模展開や、軌道上でのデータ伝送能力の検証を視野に入れた動きです。

背景・業界文脈

SpaceXのStarshipプログラムは、人類を月や火星に送り込み、宇宙旅行を日常的なもの
にすることを目指す、極めて野心的なプロジェクトです。その成功は、打ち上げコスト
を劇的に削減し、宇宙アクセスの頻度と規模を拡大する上で不可欠です。スーパーヘビ
ーブースターの33基エンジン静的燃焼試験の完了は、技術的にも運用上も極めて複雑な
課題を克服するための大きな進展を示しています。これは、従来の使い捨てロケットと
は一線を画する、再利用可能な巨大宇宙輸送システムの実現に向けた、世界的な競争に
おける重要なマイルストーンとなります。



今後の展望

静的燃焼試験の成功は、Starship Flight 14が9月中旬という目標打ち上げ時期に向けて順
調に準備が進んでいることを示唆しています。この軌道投入試験飛行が成功すれば、
SpaceXはStarshipの設計と運用能力に対する大きな信頼を得ることができ、NASAのア
ルテミス計画における月着陸船としての役割や、将来の火星ミッションへの道筋を確固
たるものにするでしょう。軌道上でのStarlink端末の運用試験も、同社の統合された宇宙
エコシステム戦略を前進させるものです。世界の宇宙産業は、この歴史的な打ち上げの
成功を固唾をのんで見守っています。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacex-test-fires-starship-super-

heavy-booster-ahead-of-key-test-flight

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacex-test-fires-starship-super-heavy-booster-ahead-of-key-test-flight
https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacex-test-fires-starship-super-heavy-booster-ahead-of-key-test-flight


#14 EPC Space、次世代宇宙コンピューティング向けに超
低オン抵抗・耐放射線eGaN FETを発表

概要

EPC Spaceは、AIや高性能プロセッサを搭載する次世代宇宙コンピューティングシステ
ム向けに、新しい15V、25V、40Vの耐放射線eGaN FETをプラスチック表面実装パッケ
ージで発表しました。これらのデバイスは、超低オン抵抗、高電流容量、優れた耐放

射線性を特長とし、高密度電力変換ソリューションを提供します。これにより、小型
軽量化が求められる宇宙機器の電力効率と信頼性が大幅に向上し、深宇宙ミッション
や軌道上AIアプリケーションの実現を加速させます。

公開日 2026年08月27日  Aerospace & Defence  アメリカ



詳細

主要成果

EPC Spaceは、次世代の宇宙コンピューティングシステム、特にAIや高性能プロセッサ
を搭載するアプリケーション向けに、新しいプラスチック表面実装パッケージの15V、
25V、40VエンハンスメントモードGaN（eGaN）FETを発表しました。これらのデバイ
スは、宇宙環境における過酷な要求に対応する、超低オン抵抗と優れた耐放射線性を兼
ね備えています。

技術・臨床詳細

eGaN FETの特性: 新しいeGaN FETは、従来のシリコン（Si）ベースのパワーMOSFET

と比較して、以下の顕著な利点を提供します。

超低オン抵抗: 電力変換効率を最大化し、発熱を最小限に抑えます。これは、電力
供給が限られ、放熱が困難な宇宙環境において極めて重要です。

高電流容量: AIプロセッサなどの電力要求の高いコンポーネントに安定した電流を
供給する能力を高めます。

優れた耐放射線性: 宇宙空間に存在する高エネルギー粒子や放射線に耐える設計が
されており、ミッション中のデバイスの信頼性と長寿命を保証します。これは、
GaN材料がシリコンよりも本質的に放射線に対して堅牢であるという特性に起因
します。

小型軽量パッケージ: プラスチック表面実装パッケージは、従来のセラミックパッ
ケージに比べて小型軽量であり、衛星や探査機の質量と体積の制約が厳しい宇宙
機器にとって大きな利点となります。

応用分野: これらのeGaN FETは、高効率のDC-DCコンバータ、電源モジュール、モー
タードライバー、およびその他の電力管理回路に最適であり、次世代の宇宙用プロセ
ッサ、データセンター・オン・ア・サテライト、自律型宇宙船、月面ロボットなどの
電力変換ソリューションを可能にします。



背景・業界文脈

宇宙産業は、より高性能で、より自律的なシステムへと急速に進化しています。地球観
測、通信、深宇宙探査におけるデータ処理量の増加は、軌道上でのAIや機械学習の導入
を促しています。これには、電力効率が高く、小型で、かつ宇宙の過酷な環境に耐えう
る電子部品が不可欠です。従来のシリコンベースの部品は、放射線や温度変化に対する
制約がありましたが、GaN技術はこれらの課題を克服する有力な候補として浮上してい
ます。EPC Spaceのような企業による革新的なGaNデバイスの導入は、宇宙技術のフロ
ンティアを拡大し、より複雑なミッションの実現を可能にします。

今後の展望

EPC Spaceが発表した耐放射線eGaN FETは、次世代宇宙コンピューティングの設計に革
命をもたらす可能性を秘めています。これらのデバイスは、宇宙船のペイロード能力を
向上させ、電力消費を削減し、ミッションの耐久性を高めることで、深宇宙探査、月面
活動、そして軌道上でのデータ処理能力の大幅な向上に貢献します。これにより、より
高度な科学ミッションや商業的宇宙サービスが可能になり、宇宙産業全体の成長と技術
革新を加速させることが期待されます。宇宙グレードの部品市場におけるGaNの採用
は、今後さらに拡大していくでしょう。

元記事: https://www.aerospace-and-defence.com/next-generation-space-computing-a-

9bffe7e368efadab10e3d0e0a2986b27/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.aerospace-and-defence.com/next-generation-space-computing-a-9bffe7e368efadab10e3d0e0a2986b27/
https://www.aerospace-and-defence.com/next-generation-space-computing-a-9bffe7e368efadab10e3d0e0a2986b27/


#15 Varda Spaceが1.87億ドル調達、BioOrbitと共に微小
重力下での医薬品製造を推進し5年以内の人体適用を目指
す

概要

Varda Space Industriesが1億8,700万ドルの資金を調達し、BioOrbitなどと共に微小重力
下での医薬品製造の商業化を加速しています。Vardaは5年以内に宇宙で製造した医薬

品を人体に適用することを目指し、英国のBioOrbitも980万ポンドを調達して地上では
製造困難な抗がん抗体を含む薬剤結晶を宇宙で製造する工場を建設中です。これらの

取り組みは、宇宙での結晶成長を利用して高品質で効率的な医薬品生産を実現し、製
薬業界に革新をもたらすことを目指します。

公開日 2026年09月02日  CNN Business / The Pharmaceutical Journal / Facebook / Varda Space

アメリカ



詳細

主要成果

Varda Space Industriesは、最近1億8,700万ドルの資金を調達し、微小重力下での医薬品
製造の商業化を加速しています。同社は、英国のBioOrbitなどとともに、宇宙での医薬
品生産開発を推進しており、Vardaは5年以内に宇宙で製造した医薬品を人体に適用する
ことを目指すという野心的な目標を掲げています。

技術・臨床詳細

微小重力下の医薬品製造: 地上では重力の影響により均一な結晶成長が困難な薬剤
も、微小重力環境ではより大きく、より純粋で、より均一な結晶を形成しやすい特性
があります。これにより、医薬品の溶解度、安定性、および効能が向上する可能性が
あります。特に、タンパク質ベースの薬剤や、抗がん抗体などの複雑な分子は、微小
重力下で高品質な結晶を生成することで、より効果的な治療薬の開発につながると期
待されています。

Varda Spaceの取り組み: Varda Spaceは、自律型の再突入カプセルを使用して、医薬
品の結晶を宇宙で製造し、地球に帰還させる技術を開発しています。1億8,700万ドル
の資金調達により、同社は製造能力を拡大し、より複雑な薬剤の宇宙生産を目指しま
す。

BioOrbitの取り組み: 英国を拠点とするBioOrbitは、今年初めに980万ポンド（約
1,800万ドル）を調達し、宇宙に設置する医薬品製造工場を建設しています。同社
は、地上で製造が困難な特定の抗がん抗体を含む薬剤結晶の宇宙生産に焦点を当てて
います。

人体への適用目標: Varda Spaceの「5年以内の人体適用」という目標は、宇宙で製造
された医薬品が臨床試験を経て患者に提供されるまでの期間を示すもので、技術の商
業的成熟度と規制当局の承認プロセスが鍵となります。



背景・業界文脈

製薬業界は、新薬開発のコスト高騰と成功率の低さに直面しており、製造プロセスの革
新が常に求められています。微小重力下での医薬品製造は、新たな医薬品の開発や既存
薬の改良に対する画期的なアプローチとして注目されています。国際宇宙ステーション
（ISS）での長年の実験が、この技術の基礎を築いてきました。Varda SpaceやBioOrbit
のような企業は、ISSに依存せず、商業的な専用プラットフォームを通じてこの可能性
をスケールアップしようとしています。これは、宇宙を単なる探査の場から、高付加価
値な製造の場へと変貌させる動きの一環です。

今後の展望

Varda SpaceとBioOrbitによる微小重力下での医薬品製造の推進は、製薬業界に大きな変
革をもたらす可能性があります。高品質な薬剤結晶の生産は、より効果的で副作用の少
ない医薬品の開発、ひいては患者の治療成果向上に貢献するでしょう。特に、Vardaが
掲げる「5年以内の人体適用」という目標は、この分野の技術が急速に商業化段階へと
移行していることを示しています。今後、技術的課題の克服、製造コストの最適化、お
よび規制当局との連携が成功の鍵を握りますが、宇宙からの医薬品が私たちの健康に貢
献する未来は、これまで以上に現実味を帯びてきています。

元記事: https://pharmaceutical-journal.com/article/feature/next-frontier-crystallising-the-future-of-

medicines

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pharmaceutical-journal.com/article/feature/next-frontier-crystallising-the-future-of-medicines
https://pharmaceutical-journal.com/article/feature/next-frontier-crystallising-the-future-of-medicines


#16 Redwire子会社SpaceMD、微小重力下薬剤結晶化ミ
ニラボPIL-BOXをSpaceX Starfallカプセルで飛行させる契
約を締結

概要

Redwireの子会社SpaceMDは、SpaceXのStarfall再突入カプセルを使用してPIL-BOX結晶

化ミニラボを飛行させる契約を締結しました。この取り組みは、2023年以降国際宇宙
ステーション（ISS）で飛行している50以上のPIL-BOXミニラボの成果に基づいていま
す。契約により、微小重力下での薬剤化合物結晶化実験を継続し、地球への迅速な試

料回収が可能となることで、医薬品開発における宇宙の活用を加速させます。

公開日 2026-08  ISS National Lab  アメリカ



詳細

主要成果

Redwireの子会社であるSpaceMDは、SpaceXのStarfall再突入カプセルを利用して、PIL-

BOX結晶化ミニラボを宇宙で飛行させる契約を締結しました。この契約は、2023年以
降、国際宇宙ステーション（ISS）上で50以上のPIL-BOXミニラボが成功裏に運用されて
きた実績を基盤としています。

技術・運用詳細

PIL-BOXミニラボ: PIL-BOX（Protein In-Liquid Box）ミニラボは、微小重力環境下で
タンパク質やその他の薬剤化合物の結晶成長を研究するために設計された、自律型の
小型実験装置です。地上では困難な、より大きく、より純粋で、より規則的な結晶を
宇宙空間で生成することを目指します。

Starfall再突入カプセルの利用: SpaceXのStarfallカプセルは、軌道上での実験完了
後、迅速かつ安全に試料を地球に帰還させることが可能です。これにより、微小重力
下で生成された薬剤結晶の品質が、地球への帰還プロセス中に損なわれるリスクを最
小限に抑え、研究者はタイムリーに試料を分析できるようになります。

実験の継続と拡張: この契約により、SpaceMDはこれまでのISSでの成功経験を活か
し、微小重力下での薬剤結晶化研究を継続・拡張することができます。特に、より広
範な薬剤化合物を対象とし、医薬品開発における微小重力環境の商業的可能性を探求
します。

背景・業界文脈

微小重力環境での医薬品製造は、製薬業界において新たなフロンティアとして急速に注
目を集めています。地球の重力は、タンパク質溶液中の対流を引き起こし、結晶の不均
一な成長や欠陥を生じさせることがあります。しかし、微小重力下では、これらの影響
が排除され、より高品質な結晶が生成される可能性が高まります。このような高品質な
結晶は、薬剤の構造解明、製剤開発、そして最終的にはより効果的で安全な医薬品の開
発に繋がります。Varda SpaceやBioOrbitなどの企業もこの分野に参入しており、宇宙で
の医薬品製造は、宇宙経済の重要な一角を占めるようになりつつあります。



今後の展望

SpaceMDによるPIL-BOXミニラボのStarfallカプセルでの飛行は、微小重力下での薬剤結
晶化研究を加速させ、その商業的実現可能性をさらに高めるでしょう。迅速な試料回収
能力は、実験サイクルを短縮し、医薬品開発のペースを向上させることができます。こ
れにより、新薬の発見から臨床応用までの時間を短縮し、より多くの患者に恩恵をもた
らす可能性が生まれます。また、Redwireは、宇宙での先端製造ソリューションを提供
するリーディングカンパニーとしての地位を強化し、宇宙からの医薬品製造という新た
な産業をリードしていくことが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#17 City Labs、月面極夜の持続的電力供給向けに2回目の
軌道上核デモンストレーションを準備

概要

マイアミ拠点のCity Labsは、初のベータボルタイック電池デモンストレーション
（BOHR）成功に続き、放射性同位体加熱ユニット（RHU）に焦点を当てた2回目の軌
道上核デモンストレーションを準備しています。これらの技術は、極寒の2週間にわた

る月夜を月ミッションが乗り越え、持続的な月面滞在を可能にするために不可欠で
す。City Labsは、月面での長期運用に必要な安定した電力供給ソリューションの開発
をリードしています。

公開日 2026年08月29日  Payload Space / Space Solar News  アメリカ



詳細

主要成果

マイアミに拠点を置くCity Labsは、初のベータボルタイック電池デモンストレーション
（BOHR）の成功を受けて、放射性同位体加熱ユニット（RHU）に焦点を当てた2回目の
軌道上核デモンストレーションの準備を進めています。この取り組みは、2週間にわた
る極寒の月夜を乗り越え、月面での持続的なプレゼンスを可能にするための重要な技術
確立を目指しています。

技術・運用詳細

ベータボルタイック電池（BOHR）: City Labsが開発するベータボルタイック電池
は、放射性同位体の崩壊から放出されるベータ粒子（電子）を利用して直接電力を生
成するタイプの核電池です。既存の太陽電池が機能しない月夜間のような環境下で、
長期間にわたり安定した低レベルの電力を供給できます。初のBOHRデモンストレー
ションは、この技術が宇宙環境で有効であることを実証しました。

放射性同位体加熱ユニット（RHU）: 2回目のデモンストレーションの焦点である
RHUは、放射性同位体の崩壊熱を利用して宇宙機器の温度を維持する受動的な加熱シ
ステムです。月面極夜では気温が-170°C以下にまで下がるため、電子機器や科学機
器が凍結しないようRHUによる加熱は不可欠です。これは、電源がオフの状態でも重
要なコンポーネントを保護するために使用されます。

月面電力供給の課題: 月面は太陽光が利用できない夜間が長く、さらに極端な温度変
化にさらされます。従来のバッテリーや太陽電池だけでは、長期的な月面活動の電力
需要と熱管理の課題に対応することは困難です。核電源は、これらの課題に対する最
も有望な解決策の一つです。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画やその他の国際的な月探査ミッションは、月面での持続的な人
間の活動と基地の設立を目指しています。これには、夜間や日陰でも途切れることのな
い安定した電力供給と熱管理が不可欠です。核電源技術は、アポロ計画以来、深宇宙探
査ミッション（例: 火星探査機Perseverance、Voyagerプローブ）で利用されてきました
が、月面基地のような長期的なインフラ向けには、より進化し、小型化されたシステム
が必要です。City Labsのような企業は、この新たな需要に応えるために、革新的な核電
源ソリューションを開発しています。



今後の展望

City Labsの2回目の軌道上核デモンストレーションの成功は、月面における持続的な人
間のプレゼンスを可能にする重要な技術的マイルストーンとなるでしょう。BOHRや
RHUのような核電源技術は、月面探査ローバー、静止型科学ペイロード、そして将来の
月面基地の電力・熱管理の基盤を提供します。これにより、月面での科学的調査や資源
探査の範囲と持続性が大幅に向上し、最終的には火星などの深宇宙ミッションへの道を
開くことが期待されます。核電源技術の安全性と信頼性の確立は、今後の宇宙探査の成
功に不可欠です。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#18 中国の宇宙打ち上げ数が2025年に92回に急増、うち
50回が商業ミッションで世界的な宇宙大国化を加速

概要

中国の宇宙産業は目覚ましい発展を遂げ、2025年には年間92回の宇宙打ち上げミッシ
ョンを実施し、その過半数となる50回が商業打ち上げでした。中国国家航天局
（CNSA）の「2025-2027年商業宇宙行動計画」は、商業企業を国家の宇宙開発フレー

ムワークに統合し、民間研究プログラムへのアクセスを拡大することを明確にしてい
ます。この戦略により、中国はSpaceXのような活発な商業エコシステムを構築し、グ
ローバルな宇宙大国としての地位を確立することを目指しています。

公開日 2026年08月27日  CKGSB Knowledge  中国



詳細

主要成果

中国の宇宙産業は急速な成長を遂げ、2025年には年間92回の宇宙打ち上げミッションを
実施し、そのうち50回が商業打ち上げでした。この実績は、中国が世界の主要な宇宙大
国としての地位を急速に確立していることを明確に示しています。

技術・政策詳細

打ち上げ実績: 2025年の総打ち上げ数92回は、商業部門の活発な参入により達成さ
れ、そのうち50回が商業ミッションでした。これは、以前は政府機関が独占してい
た分野への民間投資と技術革新の波が押し寄せていることを示します。

「2025-2027年商業宇宙行動計画」: 中国国家航天局 (CNSA) が策定したこの計画
は、商業宇宙企業を国家の宇宙開発戦略に深く組み込むことを目的としています。具
体的には、民間企業が国家主導の研究プログラムやインフラにアクセスできるよう門
戸を広げ、官民連携を強化する方針です。

エコシステム構築: この計画は、SpaceXに代表されるような、垂直統合型で競争力の
ある商業宇宙エコシステムの構築を目指しており、民間企業が打ち上げから衛星運
用、データサービスまでを一貫して提供できる能力を育成しています。

背景・業界文脈

宇宙産業は、安全保障、経済成長、科学研究のフロンティアとして世界的に注目を集め
ています。米国がSpaceXのような民間企業を核に急速に商業宇宙分野での優位性を確立
する中、中国も国家戦略として商業宇宙部門の育成を最重要課題と位置づけています。
これにより、中国は宇宙技術の自給自足を達成し、国際市場での競争力を高めることを
狙っています。

今後の展望

中国の積極的な投資と政策支援は、世界の宇宙産業の勢力図を大きく変える可能性があ
ります。年間50回を超える商業打ち上げは、低コストで迅速な宇宙アクセスを提供し、
衛星通信、地球観測、宇宙観光などの新たな市場を創造する基盤となります。今後、中
国の商業宇宙企業は、技術革新と規模の経済を追求し、世界の宇宙産業における主要プ
レーヤーとしての地位を固めることが予想されます。



元記事: https://english.ckgsb.edu.cn/knowledge/article/the-new-space-race-can-china-close-the-gap/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://english.ckgsb.edu.cn/knowledge/article/the-new-space-race-can-china-close-the-gap/


#19 Galactic Energyが中型液体燃料ロケットPALLAS-1の
初飛行に成功、LEOペイロード5〜7トン、25回以上の再利
用を目指す

概要

中国の民間宇宙企業Galactic Energyは、2026年9月1日に中型液体燃料ロケット

「PALLAS-1」の初飛行を成功させました。このPALLAS-1は、低地球軌道（LEO）への
5〜7トンの中重量ペイロード展開に特化しており、25回以上の再利用を想定して設計
されています。今回の成功により、Galactic Energyは固体燃料ロケットと液体燃料ロ

ケットの二つの主要な製品ラインを持つ企業となり、中国の商業宇宙輸送能力を大き
く前進させます。

公開日 2026年09月04日  FriendsofNASA.org (via Facebook)  中国



詳細

主要成果

中国の民間宇宙企業Galactic Energyは、2026年9月1日に中型液体燃料ロケット
「PALLAS-1」の初飛行を成功させました。このマイルストーンは、同社が固体燃料ロケ
ットに加え、再利用可能な液体燃料ロケットの分野にも参入し、宇宙輸送ソリューショ
ンのポートフォリオを拡大したことを意味します。

技術・性能詳細

ロケット名称: PALLAS-1

燃料タイプ: 液体燃料

ペイロード能力: 低地球軌道（LEO）へ5トンから7トンの中重量ペイロードを展開可
能。これは、急速に拡大する衛星コンステレーション市場にとって重要な能力です。

再利用性: PALLAS-1は、25回以上の再利用を目指して設計されており、SpaceXの
Falcon 9に匹敵する運用コスト削減と打ち上げ頻度の向上に貢献すると期待されま
す。この再利用技術は、商業宇宙輸送の経済性を根本から変える可能性を秘めていま
す。

企業戦略: Galactic Energyはこれまで固体燃料ロケット「Ceres-1」で実績を積んでき
ましたが、PALLAS-1の成功により、異なるペイロードクラスとミッション要件に対
応できる多角的なサービス提供が可能になりました。

背景・業界文脈

世界の宇宙産業では、SpaceXの再利用ロケット技術が打ち上げコストを劇的に削減し、
商業宇宙市場を活性化させています。中国もこの流れに乗り遅れまいと、Galactic

Energyをはじめとする民間企業が独自の再利用可能ロケットの開発を加速させていま
す。PALLAS-1の成功は、中国の商業宇宙部門が、より高度で経済的な宇宙アクセスを実
現するための技術的マイルストーンとして評価されます。



今後の展望

PALLAS-1の運用開始は、特に大規模なLEO衛星コンステレーションの構築を目指す企業
にとって、新たな打ち上げ選択肢を提供します。再利用性の実現は、打ち上げコストを
大幅に削減し、商業衛星の展開を加速させるでしょう。Galactic Energyは、この技術を
武器に国際市場での競争力を高め、世界の商業宇宙輸送サービスにおいて主要なプレー
ヤーとしての地位を確立することを目指します。また、中国全体の宇宙産業の競争力向
上にも寄与することが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/FriendsOfNASA/videos/chinas-pallas-1-rocket-to-focus-on-middle-

weight-low-earth-orbit-payloadsfriends/1599098565008095/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/FriendsOfNASA/videos/chinas-pallas-1-rocket-to-focus-on-middle-weight-low-earth-orbit-payloadsfriends/1599098565008095/
https://www.facebook.com/FriendsOfNASA/videos/chinas-pallas-1-rocket-to-focus-on-middle-weight-low-earth-orbit-payloadsfriends/1599098565008095/


#20 中国初の商業宇宙打ち上げサイト「海南商業宇宙打ち
上げサイト」が運用準備完了、民間宇宙部門の発展を加速

概要

中国初の商業宇宙打ち上げサイトである「海南商業宇宙打ち上げサイト」が、ロケッ
ト打ち上げの準備を整え、今年後半の商業運用開始を予定しています。海南島文昌市
に位置するこの新施設は、中国の民間宇宙部門の発展を強力に後押しし、衛星配備、

科学研究、および国際協力における国の能力を飛躍的に向上させることが期待されて
います。これにより、中国は商業宇宙活動のインフラを大幅に強化します。

公開日 2026年09月01日  Facebook (en.people.cnより転載)  中国



詳細

主要成果

中国初の商業宇宙打ち上げサイトである「海南商業宇宙打ち上げサイト」が、ロケット
打ち上げ準備を完了し、2026年後半に商業運用を開始する予定です。この新しい施設
は、中国の急速に成長する民間宇宙部門にとって極めて重要なインフラであり、打ち上
げ能力の強化と宇宙活動の拡大を支えることになります。

技術・インフラ詳細

所在地: 海南島文昌市

目的: 商業宇宙打ち上げ専用に設計されたこのサイトは、複数の打ち上げパッド、燃
料補給施設、ペイロード処理施設など、商業ロケットの多様なニーズに対応する最先
端のインフラを備えています。

運用開始: 2026年後半からの商業運用開始を予定しており、年間を通じてより多くの
商業打ち上げミッションをサポートすることが可能になります。これにより、従来の
軍事・国家主導の打ち上げ施設への依存度を低減し、商業部門の柔軟性と効率性を高
めます。

背景・業界文脈

近年、中国政府は民間企業の宇宙産業への参入を積極的に奨励しており、商業宇宙分野
は国家経済成長の新たな柱と位置づけられています。これまで、中国の宇宙打ち上げは
主に軍事管理下の施設で行われてきましたが、商業専用サイトの開設は、この分野の本
格的な市場化と国際競争力強化に向けた明確なシグナルです。米国などの主要宇宙国と
比較しても、専用商業打ち上げサイトの整備は宇宙アクセスを民主化し、イノベーショ
ンを加速させる上で不可欠なステップです。



今後の展望

海南商業宇宙打ち上げサイトの運用開始は、中国の衛星配備速度を向上させ、地球観
測、通信、ナビゲーションといった商業アプリケーションの拡大に貢献するでしょう。
また、科学研究ミッションや国際的な宇宙協力プロジェクトにおいても、より迅速かつ
柔軟なアクセスが提供されることで、中国の宇宙開発能力が一段と強化されます。長期
的には、このサイトが中国の商業宇宙産業のハブとなり、グローバルな宇宙経済におけ
る中国の役割を拡大する戦略的拠点となることが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/ChannelNewsAsia/posts/china-is-working-towards-landing-its-first-

astronauts-on-the-moon-by-2030-and-we/1519238940232487/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/ChannelNewsAsia/posts/china-is-working-towards-landing-its-first-astronauts-on-the-moon-by-2030-and-we/1519238940232487/
https://www.facebook.com/ChannelNewsAsia/posts/china-is-working-towards-landing-its-first-astronauts-on-the-moon-by-2030-and-we/1519238940232487/


#21 InfineonとNASA、ナンシー・グレース・ローマン宇
宙望遠鏡にコンポーネントレベルで耐放射線性を実現する
パワー半導体を搭載

概要

Infineon Technologies AGとNASAは、ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡に、

コンポーネントレベルで放射線劣化に耐えるように設計された耐放射線性パワー半導
体コンポーネントを搭載しました。この先進的なハードウェアは、深宇宙環境での高
容量天体物理学データの処理に必要な継続的な電力供給を保証します。これにより、

受動的な物理的シールドへの依存を軽減し、望遠鏡の運用寿命と信頼性を大幅に向上
させることが期待されます。

公開日 2026年09月01日  Electronics USA  アメリカ



詳細

主要成果

Infineon Technologies AGとNASAは共同で、次世代のナンシー・グレース・ローマン宇
宙望遠鏡（Nancy Grace Roman Space Telescope）に、コンポーネントレベルで耐放射
線性を備えた先進的なパワー半導体コンポーネントを搭載しました。この革新的なソリ
ューションは、深宇宙の過酷な放射線環境下で、望遠鏡の高性能な天体物理学データ処
理システムに安定した電力供給を保証します。

技術詳細

耐放射線性設計: 従来の宇宙ミッションでは、放射線から電子機器を保護するために
重い物理的シールドが用いられてきましたが、InfineonとNASAのソリューション
は、半導体コンポーネントそのもののアーキテクチャを放射線劣化に耐えるように設
計しています。これにより、シールドの重量を大幅に削減し、ペイロードの増加やミ
ッションの柔軟性向上に貢献します。

目的: ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡は、広視野の観測能力を持ち、ダー
クエネルギー、ダークマター、系外惑星の探査において画期的な発見をもたらすと期
待されています。これらの科学目標を達成するためには、長期間にわたる安定した高
性能コンピューティングと電力供給が不可欠です。

半導体技術: 具体的な半導体技術の詳細は言及されていませんが、一般的に耐放射線
性半導体は、特殊な材料（SiCやGaNなどのワイドバンドギャップ半導体も含む）、
設計プロセス（SOIなど）、および製造技術（ドーピング制御、レイアウト最適化な
ど）を組み合わせて開発されます。

背景・業界文脈

深宇宙探査ミッションでは、地球の磁気圏外に位置するため、太陽フレアや銀河宇宙線
などの高エネルギー粒子からの放射線被曝が電子機器にとって最大の脅威となります。
放射線は半導体デバイスの性能劣化、誤動作、さらには永久的な損傷を引き起こす可能
性があります。そのため、宇宙グレードの電子部品には極めて高い耐放射線性が求めら
れ、この分野の技術革新は、宇宙望遠鏡や探査機がより長寿命で信頼性の高い運用を行
う上で不可欠です。



今後の展望

ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡へのInfineonの耐放射線性パワー半導体の搭
載は、深宇宙ミッションにおける電子機器の信頼性と性能を向上させる新たな標準を確
立するものです。この技術は、将来の月、火星、さらに遠方の探査ミッションにおい
て、より高性能で軽量な宇宙船の設計を可能にし、科学機器の運用期間を延長する上で
重要な役割を果たすでしょう。宇宙望遠鏡によるデータ収集能力の向上は、宇宙の起源
や生命の探求に関する新たな知見をもたらし、人類の宇宙に対する理解を深めることに
貢献すると期待されます。

元記事: https://electronics-usa.com/news/114188-radiation-hardened-semiconductors-for-space-

telescopes

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electronics-usa.com/news/114188-radiation-hardened-semiconductors-for-space-telescopes
https://electronics-usa.com/news/114188-radiation-hardened-semiconductors-for-space-telescopes


#22 Spirit ElectronicsがTexas InstrumentsとMicrochip
Technologyの宇宙グレード部品をオンライン販売開始、
耐放射線電子機器の需要増に対応

概要

Spirit Electronicsは、2026年8月24日より、Texas InstrumentsとMicrochip Technologyの

宇宙グレードおよび高信頼性コンポーネントのオンライン直接販売を開始しました。
この動きは、小型衛星会議に先立ち発表され、急増する衛星および宇宙システム開発
における耐放射線電子機器の需要に対応することを目的としています。この提携によ

り、宇宙産業サプライチェーンの効率化と、高性能部品へのアクセス改善が期待され
ます。

公開日 2026年08月30日  Burn and Coast - The launch  アメリカ



詳細

主要成果

Spirit Electronicsは、2026年8月24日、オンラインストアでTexas Instruments（TI）と
Microchip Technology（Microchip）の宇宙グレードおよび高信頼性コンポーネントの直
接販売を開始したと発表しました。この新たな提供体制は、小型衛星（SmallSat）会議
に先駆けて発表され、世界の衛星および宇宙システム開発における耐放射線電子機器の
需要増加に直接的に対応することを目的としています。

事業詳細

販売開始: 2026年8月24日より、Spirit Electronicsのオンラインプラットフォームを通
じて、TIおよびMicrochip製の宇宙グレード部品が購入可能となりました。これによ
り、顧客はより迅速かつ容易に、ミッションクリティカルな宇宙アプリケーションに
必要なコンポーネントを調達できるようになります。

対象製品: Texas InstrumentsとMicrochip Technologyが提供する幅広い宇宙グレード
および高信頼性電子部品。これには、耐放射線性プロセッサ、メモリ、電源管理IC、
アナログコンポーネントなどが含まれると予想されます。これらの部品は、過酷な宇
宙環境下での信頼性の高い動作が保証されています。

戦略的背景: 小型衛星市場の急成長と、それに伴う打ち上げ回数の増加は、高性能か
つ堅牢な電子部品への需要を拡大させています。特に耐放射線電子機器は、衛星の長
期的な運用寿命と信頼性を確保するために不可欠です。Spirit Electronicsの今回の取
り組みは、この需要ギャップを埋めるものです。

背景・業界文脈

宇宙産業、特に小型衛星セクターは、技術革新と商業化の波に乗り、近年急速に拡大し
ています。この成長は、部品調達の効率性、サプライチェーンの透明性、そして耐放射
線技術の進化に大きく依存しています。従来の宇宙部品市場は、調達プロセスが複雑で
時間がかかる傾向にありましたが、オンラインでの直接販売は、開発サイクルを短縮
し、中小企業やスタートアップ企業にも高品質な宇宙グレード部品へのアクセスを開放
するものです。



今後の展望

Spirit ElectronicsによるTIおよびMicrochip製品のオンライン販売開始は、宇宙産業にお
ける部品調達のデジタル化と効率化を象徴する動きです。これにより、衛星や宇宙シス
テムの開発・製造プロセスが加速し、市場投入までの時間が短縮されることで、技術革
新がさらに促進されるでしょう。また、宇宙グレード部品の入手が容易になることで、
新たな宇宙アプリケーションの開発や、これまで参入が難しかった企業の市場参入が促
される可能性があり、宇宙産業全体の成長に寄与すると期待されます。

元記事: https://burnandcoast.com/news/spirit-electronics-adds-ti-microchip-space-700dc75d/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://burnandcoast.com/news/spirit-electronics-adds-ti-microchip-space-700dc75d/


#23 Microchip Technologyが低消費電力かつ高精度の耐
放射線チップスケール原子時計「Space CSAC-SA65」を
発表、衛星システム設計を簡素化しコスト削減へ

概要

Microchip Technologyは、低地球軌道（LEO）などの過酷な宇宙環境で動作する衛星電

子機器向けに、正確で低消費電力なタイミングを提供する耐放射線チップスケール原
子時計「Space CSAC-SA65」を発表しました。この革新的な製品は、衛星の設計を簡
素化し、システム全体のコストを削減することを目的としており、宇宙ベースのシス

テムにおける高精度タイミング技術への増大する需要に対応します。これにより、次
世代の宇宙ミッションの性能と効率が向上することが期待されます。

公開日 2026年08月29日  Simply Wall St  アメリカ



詳細

主要成果

Microchip Technologyは、宇宙アプリケーション向けに設計された耐放射線チップスケ
ール原子時計（CSAC）「Space CSAC-SA65」を発表しました。この新製品は、低地球
軌道（LEO）などの過酷な環境下で、極めて正確かつ低消費電力のタイミング機能を提
供し、衛星および宇宙ベースのシステム設計を大幅に簡素化し、全体的なコスト削減に
貢献します。

技術詳細

製品名: Space CSAC-SA65

主要機能: 高精度なタイミングと周波数基準を提供。宇宙船のナビゲーション、通
信、データ同期など、多くのミッションにおいて時間精度は極めて重要です。

耐放射線性: LEOを含む宇宙環境特有の放射線に耐えるように設計されており、デバ
イスの信頼性と長期安定性を保証します。これにより、ミッションの継続性とデータ
の整合性が向上します。

低消費電力: 宇宙船の限られた電力資源を効率的に利用できるため、より多くの電力
で他の機器を稼働させたり、ミッション期間を延長したりすることが可能になりま
す。

チップスケール設計: 小型・軽量化されたチップスケールパッケージは、衛星の小型
化トレンドと合致し、より多くのペイロードを搭載したり、小型衛星（CubeSatな
ど）への組み込みを容易にしたりします。

コスト削減効果: 統合された設計と信頼性の向上により、複雑な外部コンポーネント
やシールドの必要性を減らし、衛星システムの開発、製造、運用コストの全体的な削
減に寄与します。

背景・業界文脈

小型衛星コンステレーションの急速な拡大と、深宇宙探査ミッションの増加は、宇宙グ
レードの電子部品に対する需要を加速させています。特に、高精度な時間同期は、地球
観測衛星、GPSなどの測位衛星、宇宙探査機など、様々な宇宙ミッションにおいて不可
欠な要素です。従来の原子時計は大型で消費電力が高い傾向にありましたが、チップス
ケール原子時計の技術革新は、この課題を解決し、より広範な宇宙アプリケーションで
の利用を可能にします。



今後の展望

Microchip TechnologyのSpace CSAC-SA65の導入は、宇宙産業における高精度タイミン
グ技術のアクセスを民主化し、次世代の宇宙システムの設計に新たな可能性を開きま
す。この製品は、衛星コンステレーションの同期精度を向上させ、地球観測データの解
像度を高め、深宇宙航行の精度を向上させるなど、多岐にわたる分野で影響を及ぼすで
しょう。投資家にとっては、Microchipが航空宇宙市場における競争優位性を確立し、
収益機会を拡大する上で重要な戦略的動きと見なされる可能性があります。

元記事: https://simplywall.st/stocks/us/semiconductors/nasdaq-mchp/microchip-

technology/news/could-microchips-new-space-grade-atomic-clock-subtly-reframe

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://simplywall.st/stocks/us/semiconductors/nasdaq-mchp/microchip-technology/news/could-microchips-new-space-grade-atomic-clock-subtly-reframe
https://simplywall.st/stocks/us/semiconductors/nasdaq-mchp/microchip-technology/news/could-microchips-new-space-grade-atomic-clock-subtly-reframe


#24 Hical Technologiesがインド初の国産宇宙アプリケー
ション向けコアレスBLDCモーターを商業発売、衛星姿勢
制御システムに採用

概要

Hical Technologiesは、インド初の国産宇宙アプリケーション向けコアレスブラシレス

DC（BLDC）モーターの商業発売と、最初の顧客への納入を発表しました。このモータ
ーは、衛星の姿勢制御システム、特に宇宙船の軌道上の向きを維持するリアクション
ホイールとモーメンタムホイール用に特別に開発されました。低地球軌道から深宇宙

ミッションまで幅広いプロファイルに対応可能であり、インドの宇宙技術の自給自足
と国際競争力向上に貢献します。

公開日 2026年09月02日  Bisinfotech  インド



詳細

主要成果

Hical Technologiesは、インド国産として初めて宇宙アプリケーション向けに開発された
コアレスブラシレスDC（BLDC）モーターの商業発売と、最初の顧客への納入を発表し
ました。この画期的な製品は、インドが宇宙技術分野における自給自足能力を高め、重
要なサブシステム部品で海外依存を減らす上で重要な一歩となります。

技術・用途詳細

製品: コアレスブラシレスDC（BLDC）モーター

主な用途: 衛星の姿勢制御システム（ACS）。具体的には、宇宙船の軌道上の向きを
精密に維持するためのリアクションホイールおよびモーメンタムホイールに組み込ま
れます。これらのホイールは、外部からのトルク（太陽放射圧、地球の重力勾配な
ど）に対抗し、衛星の安定した姿勢を保つ上で不可欠です。

対応ミッション: 低地球軌道（LEO）を周回する小型衛星から、深宇宙探査ミッショ
ンまで、幅広い種類の宇宙ミッションプロファイルに対応できるよう設計されていま
す。これは、様々な宇宙機における汎用性の高さを示します。

技術的特徴: コアレス設計は、コギングトルク（磁気的な抵抗）を排除し、滑らかで
精密な動きを可能にします。また、ブラシレス設計は、摩擦による摩耗部品がないた
め、長寿命と高い信頼性を実現し、宇宙環境での長期運用に理想的です。

背景・業界文脈

世界の宇宙産業では、衛星の小型化・高性能化、そして打ち上げコストの削減が急速に
進んでいます。これに伴い、衛星の精密な姿勢制御は、地球観測、通信、科学研究など
のミッションの成功に不可欠です。インドは近年、宇宙開発において目覚ましい進歩を
遂げており、ISRO（インド宇宙研究機関）を中心とした国家プログラムに加え、民間部
門の参入も活発化しています。国産部品の開発は、サプライチェーンの強靭化と、国際
市場における競争力強化に直結します。



今後の展望

Hical Technologiesによる国産BLDCモーターの商業発売は、インドの宇宙産業にとって
戦略的な意義を持ちます。これにより、インドの宇宙機関や民間企業は、国産技術によ
る信頼性の高い部品を利用できるようになり、将来のミッションの自律性と柔軟性が向
上します。また、この技術が国際的に評価されれば、インドが宇宙部品の主要供給国の
一つとして台頭する可能性も秘めています。長期的に見れば、宇宙システムの運用コス
ト削減と性能向上に寄与し、インドの宇宙探査および商業宇宙活動のさらなる発展を加
速させることでしょう。

元記事: https://www.bisinfotech.com/hical-technologies-launches-indigenous-bldc-motor-for-space-

applications/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bisinfotech.com/hical-technologies-launches-indigenous-bldc-motor-for-space-applications/
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